
令和 5年 1月号 60歳からの情報紙
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発行所　みやぎシルバーネット
〒981-0905 仙台市青葉区小松島 2-9-5

☎ 022（274）1004　 FAX （274）1037

休日／土日・祝日

通巻314 号　毎月、月末に無料発行

発行部数 35,000部

毎日新聞 読者の方の一部に

折り込まれています。

みやぎシルバーネット　 検索 1
月号

スマホで

最新号をいち早く

川柳も動画も満載！

最新号

楽しい・新しい
　　　　　　 

の

ホームページ

チャンネル名チャンネル名  『歌の楽しみ」『讃美の喜び』『歌の楽しみ」『讃美の喜び』

毎回12曲ほどの歌を収録して、月２回の毎回12曲ほどの歌を収録して、月２回の
ペースでユーチューブにアップ。チャンネペースでユーチューブにアップ。チャンネ
ルは２つあり、１つはラジオ歌謡や昭和のルは２つあり、１つはラジオ歌謡や昭和の
歌謡曲、唱歌などをアップ。もう１つには、歌謡曲、唱歌などをアップ。もう１つには、
讃美歌をアップ。天まで届きそうな美しい讃美歌をアップ。天まで届きそうな美しい
坂部さんのソプラノの声、語りかけるよう坂部さんのソプラノの声、語りかけるよう
な冒頭のあいさつも見どころ。な冒頭のあいさつも見どころ。

チャンネル名チャンネル名  「大橋庸晃」「大橋庸晃」

2015年にスタート。アップした動画は3002015年にスタート。アップした動画は300
本以上。トータルの視聴回数は堂々の約38本以上。トータルの視聴回数は堂々の約38
万回。緑色のカーテン前で録画を行い、背万回。緑色のカーテン前で録画を行い、背
景を花畑に差し替えるといったプロ並みの景を花畑に差し替えるといったプロ並みの
映像加工もお手の物。お話の中に出てきた映像加工もお手の物。お話の中に出てきた

『手向』は必聴！  呼吸法の解説動画も有り。『手向』は必聴！  呼吸法の解説動画も有り。

尺
八
奏
者
＆
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー  

大
橋
庸の

ぶ

あ

き晃
さ
ん（
77
）

サ
ー
ク
ル
主
催
者
＆
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー  

坂
部
宏
子
さ
ん（
82
）

被
災
者
を
励
ま
す
と
い
う
決
心
か
ら

得
意
な
歌
で
皆
を
元
気
に
し
た
い

　
幼
い
頃
か
ら
楽
器
が
好
き

で
、
小
学
生
で
ハ
ー
モ
ニ
カ

の
ベ
ー
ス
奏
法
を
覚
え
、
中

学
校
で
ギ
タ
ー
、
尺
八
は

二
十
歳
の
頃
に
出
会
っ
て
、

東
京
の
世
界
的
に
有
名
な
先

生
に
師
事
。
古
典
を
本
分
と

し
て
や
っ
て
き
た
け
れ
ど
、

震
災
後
は
多
く
の
方
に
喜
ん

で
も
ら
う
た
め
歌
謡
曲
な
ど

も
吹
く
よ
う
に
。
被
災
三
県

を
車
で
周
り
な
が
ら
、
自
然

と
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
も
ア
ッ

プ
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。「
見
た
よ
」
っ
て
言
わ

れ
る
と
、
嬉
し
い
で
す
ね
。

　
こ
れ
ま
で
に
33
回
も
手
術

を
し
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
、

尺
八
の
先
生
か
ら
学
ん
だ
循

環
呼
吸
の
お
陰
で
乗
り
切
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
イ
キ

を
吐
く
こ
と
は
健
康
に
良
い

と
い
う
こ
と
も
、
広
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

顔
に
な
れ
た
と
い
う
方
も
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ

で
参
加
者
が
４
分
の
１
に
。

来
ら
れ
な
く
な
っ
た
皆
さ
ん

に
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
元
気

を
届
け
た
い
。
日
本
全
国
に

居
る
親
戚
や
知
人
に
も
、
見

て
い
た
だ
け
る
か
も
知
れ
な

い
、
と
も
思
い
ま
し
た
。

　
楽
し
い
で
す
！
　
見
た

方
か
ら「
昔
を
思
い
出
し
た
。

良
か
っ
た
」
と
喜
ん
で
も
ら

え
る
こ
と
が
一
番
の
張
り
合

い
。（
11
月
号
の
）小
野
さ
ん

の
記
事
に
も
ビ
ッ
ク
リ
。
私

も
小
野
さ
ん
の
よ
う
に
得
意

な
こ
と
で
、
み
ん
な
を
元
気

に
し
て
い
き
た
い
。
オ
ペ
ラ

歌
手
を
目
指
し
て
い
た
父
、

女
学
校
で
独
唱
し
て
い
た

母
、
歌
の
好
き
な
一
家
に
生

ま
れ
た
私
で
す
か
ら
…
。

聴
い
て
泣
い
て
い
て
、
そ
の

時
に「
俺
の
尺
八
が
上
手
で

泣
い
て
い
る
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
、

流
さ
れ
て
何
も
な
く
な
っ
た

け
ど
、
励
ま
し
に
来
て
く
れ

る
人
が
い
る
こ
と
に
泣
い
て

い
る
ん
だ
。
頑
張
っ
て
励
ま

そ
う
」と
思
い
ま
し
た
。

　
急
に「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を

や
り
た
い
」と
、
82
歳
に
な
っ

た
５
月
に
思
い
ま
し
た
。
知

人
の
若
い
女
性
と
食
事
を
し

な
が
ら
、
芸
能
人
と
か
が

や
っ
て
い
る
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
っ
て
ど
ん
な
ん
だ
ろ
う
ね

と
言
っ
た
ら
、「
ス
マ
ホ
で

撮
っ
て
出
来
ま
す
。
や
り
ま

し
ょ
う
！
」
と
言
っ
て
く
れ

た
ん
で
す
。
次
の
日
に
ス
マ

ホ
を
買
い
に
行
き
ま
し
た
。

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
見
た
こ
と

も
な
か
っ
た
の
に（
笑
）。
　

　
住
ん
で
い
た
北
海
道
の
寒

さ
が
厳
し
く
て
、
15
年
前
に

仙
台
へ
転
居
。
何
の
縁
も
無

か
っ
た
土
地
で
友
人
を
作
る

と
い
う
目
的
も
兼
ね
て
、
コ

ミ
セ
ン
な
ど
４
カ
所
で
歌
の

サ
ー
ク
ル
を
主
催
し
て
い
ま

す
。
一
緒
に
歌
う
こ
と
で
笑

　
東
日
本
大
震
災
の
直
後
、

岩
沼
の
避
難
所
で
ア
メ
リ
カ

の
兵
隊
さ
ん
し
か
見
か
け
な

い
頃
か
ら
尺
八
を
吹
い
て
い

ま
し
た
。
位
牌
を
手
に
し
た

お
ば
ん
つ
ぁ
ん
が
、『
手た

む
け向

』

（
※
和
尚
が
読
経
の
代
わ
り

に
吹
い
た
尺
八
の
古
典
）
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
。
新
年
１

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
。
新
年
１

月
号
で
は
、
歌
と
尺
八
の
ユ
ー

月
号
で
は
、
歌
と
尺
八
の
ユ
ー

チ
ュ
ー
バ
ー
お
二
人
に
話
を
聞

チ
ュ
ー
バ
ー
お
二
人
に
話
を
聞

き
ま
し
た
。
い
つ
か
ご
一
緒
に
、

き
ま
し
た
。
い
つ
か
ご
一
緒
に
、

夢
の
コ
ラ
ボ
も
実
現
さ
せ
た
い

夢
の
コ
ラ
ボ
も
実
現
さ
せ
た
い

で
す
ね
。
と
こ
ろ
で
、
お
二
人

で
す
ね
。
と
こ
ろ
で
、
お
二
人

に
は
共
通
す
る
悩
み
が
あ
る
そ

に
は
共
通
す
る
悩
み
が
あ
る
そ

う
で
す
。
そ
れ
は
、
ス
マ
ホ
を

う
で
す
。
そ
れ
は
、
ス
マ
ホ
を

持
っ
て
い
る
同
年
代
が
意
外
に

持
っ
て
い
る
同
年
代
が
意
外
に

少
な
か
っ
た
こ
と
だ
と
か
…
。

少
な
か
っ
た
こ
と
だ
と
か
…
。

　
い
つ
ま
で
も
生

　
い
つ
ま
で
も
生

き
が
い
を
持
ち
続

き
が
い
を
持
ち
続

け
、
人
生
を
充
実

け
、
人
生
を
充
実

し
た
も
の
に
さ
れ

し
た
も
の
に
さ
れ

て
い
る
読
者
を
ご

て
い
る
読
者
を
ご

私私
もも
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
〜

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
〜

月１回の収録風景。左手前にあるスマ月１回の収録風景。左手前にあるスマ
ホで録画。このように、最小限の機材ホで録画。このように、最小限の機材
で、知識はお孫さんなどの力を借りて、で、知識はお孫さんなどの力を借りて、
誰でもユーチューバーになれます！誰でもユーチューバーになれます！
名取市増田公民館での収録を見ること名取市増田公民館での収録を見ること
も出来ます。問:☎070-5608-0756（坂部）も出来ます。問:☎070-5608-0756（坂部）

パソコンや音響機材、尺八や楽譜がパソコンや音響機材、尺八や楽譜が
並ぶ大橋さんの作業スペース並ぶ大橋さんの作業スペース

老後
未来

喜
ば
せ
た
い
、
伝
え
た
い

喜
ば
せ
た
い
、
伝
え
た
い

見
て
ね



令和 5年 1月号 （2）

書
き
た
め
た
作
品
を
本
に
し
た
受
講
生
も
誕
生

＝
エ
ッ
セ
イ
講
座 

＝ 

『
気
楽
に
楽
し
く  

エ
ッ
セ
イ
を
書
こ
う
』

楽
し
い
で
す
よ
！
エ
ッ
セ
イ
の
執
筆

宮
城
県
警
察
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

小
紙
投
句
者
の
川
柳
を
掲
載

　
小
紙
に
も
毎
月
た
く
さ
ん

の
エ
ッ
セ
イ
を
お
寄
せ
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の

エ
ッ
セ
イ
の
書
き
方
を
学
ぶ

教
室
が
月
１
回
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
場
所
は
サ
ン
モ
ー
ル
一
番

町
の
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
仙
台
。

持
ち
寄
っ
た
自
作
の
エ
ッ
セ

イ
に
受
講
生
た
ち
が
率
直
な

　
宮
城
県
警
察
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
、
12
月
２
日
か
ら

小
紙
投
句
者
の
川
柳
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
小
紙
８
月
号
に

お
い
て「
特
殊
詐
欺
」の
課
題

で
川
柳
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
約
１
０
０
０
句
の
投
句

が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
宮
城

県
警
察
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た

秀
作
の
５
句
で
す
。

イ
ラ
ス
ト
が
動
き
ま
す
！

　
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
川
柳
は
、
ク

リ
ッ
ク
す
る
と
大
き
な
画
面

に
変
わ
り
、
文
字
が
浮
き
出

し
た
り
、
イ
ラ
ス
ト
画
像
が

動
い
た
り
し
ま
す
。
こ
れ
は

宮
城
県
警
察
が
独
自
に
編
集

し
た
も
の
で
、
作
品
の
訴
え

る
力
を
よ
り
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

さ
せ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
宮
城
県
警
察
生
活

安
全
企
画
課
の
ツ
イ
ッ
タ
ー

に
も
作
品
が
同
様
に
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の

ツ
イ
ッ
タ
ー
に
は『
特
殊
詐

欺
注
意
報
発
令
』
と
い
っ
た

ニ
ュ
ー
ス
も
随
時
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
ま
す
。
ス
マ
ホ
を
お

持
ち
の
方
は
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー

に
な
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

い
た
し
ま
す
。

感
想
を
述
べ
合
い
な
が
ら
、

う
な
ず
き
あ
っ
た
り
、
笑
い

あ
っ
た
り
。「
も
っ
と
上
手

な
文
章
を
書
き
た
い
」「
地

元
紙
の
エ
ッ
セ
イ
欄
に
掲
載

さ
れ
た
い
」
と
い
っ
た
そ
れ

ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
、

頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

人
生
初
の
一
冊
に
し
た
方
も

　
書
き
た
め
た
エ
ッ
セ
イ
を

一
冊
に
さ
れ
た
受
講
生
も
誕

生
し
て
い
ま
す
。
４
年
前
か

ら
講
座
に
通
っ
て
い
る
秋
保

祐
子
さ
ん（
87
）。「
本
を
出

す
の
は
初
め
て
で
す
。
と
て

も
充
実
し
た
達
成
感
を
感
じ

て
い
ま
す
。
書
く
こ
と
が
楽

し
く
て
、
若
い
頃
は
テ
ィ
ー

タ
イ
ム（
※
河
北
新
報
の
エ
ッ

セ
イ
欄
）
に
何
回
も
出
し
て

い
ま
し
た
。
感
じ
た
こ
と
を

き
れ
い
な
言
葉
で
表
現
し
て

い
き
た
い
」と
秋
保
さ
ん
。

神崎さん（写真左）と宍戸さん（手前・後ろ姿）神崎さん（写真左）と宍戸さん（手前・後ろ姿）

講 座 トピックス

気楽に楽しく  エッセイを書こう
開催日／毎月第２土曜日11時〜 12時30分
参加費／1300円※シニアネットの会員は1000円
募　集／随時
会　場／シニアネット仙台
※同じ日の午後に「自分史講座」も開催
問合せ／☎217-0101（シニアネット仙台）

宮城県警察生活安全企画課の犯罪防止対策のホームページ
https://www.police.pref.miyagi.jp/seian/bouhan/index.html

宮城県警察生活安全企画課のツイッター
https://twitter.com/miyagi_hanyoku

著書『紫陽花だより』を手にする秋著書『紫陽花だより』を手にする秋
保さん。落ち着いた色合いの表保さん。落ち着いた色合いの表
紙デザインは紫陽花をイメージ。紙デザインは紫陽花をイメージ。
A5判67頁の本を30冊出版して、友A5判67頁の本を30冊出版して、友
人等に差し上げているそうです。人等に差し上げているそうです。

ス
マ
ホ
に
ハ
マ
る
方
、
増
加
中

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
楽
し
ん
だ
り
、
大
切
な
情
報
を
得
た
り
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
楽
し
ん
だ
り
、
大
切
な
情
報
を
得
た
り
、

シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
の
毎
月
の
紙
面
も
ス
マ
ホ
で
見
る
こ
と

シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
の
毎
月
の
紙
面
も
ス
マ
ホ
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
ん
な
お
手
紙
も
頂
き
ま
し
た
。

が
で
き
ま
す
。
こ
ん
な
お
手
紙
も
頂
き
ま
し
た
。

　
秋
保
さ
ん
の
著
書
に
収
め

ら
れ
て
い
る
28
の
エ
ッ
セ
イ

に
は
、
若
い
頃
の
趣
味
の
思

い
出
、
今
も
楽
し
ん
で
い
る

歌
の
こ
と
、
戦
争
や
お
盆
の

こ
と
な
ど
が
、
シ
ニ
ア
の
女

性
な
ら
で
は
の
奥
深
い
視
点

で
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
掲
載
さ
れ
て
い
る
作
品
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ッ
セ
イ

の
執
筆
し
た
日
付
も
記
載
。

そ
の
こ
と
を
発
案
し
た
講
師

の
小
泉
知
加
子
氏
は「
単
な

る
エ
ッ
セ
イ
で
は
な
く
、
４

年
間
の
気
持
ち
の
流
れ
、
季

節
に
よ
っ
て
変
化
す
る
思
い

も
伝
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
取
材
の
最
後
、
笑
顔
の
写

真
を
パ
チ
リ
。
ふ
と
、
若
さ

を
保
つ
と
い
う
こ
と
に
も
、

文
字
を
綴
る
こ
と
は
繋
が
る

の
か
な
と
思
い
な
が
ら
…
。

ス
マ
ホ
に
替
え
て
楽
し
い
毎
日

水
戸
秀
雄
88
　
青
葉
区
栗
生

　
私
と
妻
は
、
足
腰
が
弱
り
日

常
生
活
が
ま
ま
な
ら
な
く
な
り
、 

本
年
８
月
中
旬
に
青
葉
区
川
平

団
地
か
ら
同
栗
生
の
老
人
ホ
ー

ム
に
２
人
で
転
居
し
ま
し
た
。 

　
老
人
ホ
ー
ム
で
通
信
手
段
は 

「
固
定
電
話
は
使
え
ず
携
帯
電

話
に
限
る
」と
の
規
約
で
し
た

の
で
、
近
く
の
シ
ョ
ッ
プ
に
出

向
い
て
ガ
ラ
ケ
ー
か
ら
ス
マ
ホ

に
取
り
替
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ス
マ
ホ
教
室
に
通
っ

て
操
作
方
法
を
教
わ
る
予
定
で

し
た
。
と
こ
ろ
が 

転
居
し
て
間

も
な
く
、
引
っ
越
し
荷
を
運
搬

中
に
腰
を
痛
め
て
し
ま
い
、 

本

年
９
月
中
旬
か
ら
10
月
中
旬
ま

で
市
内
の
Ａ
外
科
病
院
に
入
院

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
嬉
し
い
こ
と
に
、
同
部
屋
に

入
院
し
て
い
た
お
２
人
か
ら
、

連
日
ス
マ
ホ
の
操
作
に
つ
い
て

親
切
丁
寧
に
ご
教
示
頂
い
た
の

で
し
た
。
正
に「
地
獄
に
仏
」の

想
い
で
し
た
。

　
お
陰
さ
ま
で
、
今
で
は
メ
ー

ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
友
達
が
10
数

名
と
な
り
ま
し
た
。
１
番
の
楽

し
み
で
あ
る
東
京
在
住
の
孫
達

と
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
ビ
デ
オ

通
話
が
、
老
夫
婦
に
と
つ
て
最

高
の
癒
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
マ
ホ
に
つ
い
て
は
、
偽
サ

イ
ト
や
悪
質
サ
イ
ト
に
十
分
な

注
意
が
必
要
と
の
こ
と
で
す
。

奥
行
が
深
く
、
若
い
人
で
な
く

と
も
は
ま
っ
て
し
ま
う
心
理
が

良
く
分
か
り
ま
し
た
。
高
齢
者

の
皆
様
に
も
、
お
勧
め
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
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東
北
文
化
学
園
大
学
市
民
学
習
講
座

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア

人
生
を
楽
し
み
な
が
ら

活
き
活
き
暮
ら
す
た
め
に

　
１
月
12
日（
木
）13
時
30
〜
15
時

　
会
場
／
大
野
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
参
加
費
／
無
料（
先
着
60
人
）

問  

セ
ン
タ
ー
☎（
２
４
７
）１
０
０
５

気
楽
に
楽
し
く 

エ
ッ
セ
イ
を
書
こ
う

　
１
月
14
日（
土
）11
時
〜
12
時
30
分

　
会
場
／
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
仙
台

　
講
師
／
小
泉
知
加
子
氏

　
参
加
費
／
１
３
０
０
円（
会
員
１
０
０
０
円
）

家
族
に
伝
え
た
い

自
分
史
を
書
こ
う

　
１
月
14
日（
土
）13
時
30
分
〜
15
時

　
講
師
／
小
泉
知
加
子
氏

（
会
場
＆
参
加
費
＆
問
合
先
は
同
じ
）

　
※
２
面
に
関
連
記
事
を
掲
載

問  

☎（
２
１
７
）０
１
０
１（
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
仙
台
）

仙
台
市
住
宅
活
用
セ
ミ
ナ
ー

住
ま
い
の
終
活（
相
続
・
遺
言
）の

基
本
を
知
ろ
う

　
１
月
28
日（
土
）13
時
〜
15
時

　
会
場
／
仙
台
市
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

　
参
加
費
／
無
料（
先
着
60
人
）

　
対
象
／
仙
台
市
内
に
住
ま
い
を
お
持
ち
の
方

　
申
込
み
／
令
和
５
年
１
月
６
日
〜
26
日

兎
年
守
本
尊
参
拝
ウ
オ
ー
ク（
７
㎞
）

１
月
５
日（
木
）    

集
合  

９
時
30
分

集
合
場
所
…
勾
当
台
公
園（
市
民
広
場
）

参
加
費
／
５
０
０
円（
保
険
料
込
）

※
帰
途
路
線
バ
ス
利
用
　
２
５
０
円

問  

杜
の
都
せ
ん
だ
い
歩
こ
う
会

☎
０
９
０（
６
６
２
６
）７
１
８
８

青
葉
神
社
・
初
詣
ウ
オ
ー
ク（
12
㎞
）

１
月
８
日（
日
）    

集
合  

９
時
30
分

集
合
場
所
…
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
・
利
府
駅
前

参
加
費
／
５
０
０
円（
保
険
料
込
）

問  

十
符
の
里
歩
こ
う
会

☎
０
８
０（
１
８
４
４
）８
２
５
１

厳
寒
健
康
増
進
ウ
オ
ー
ク（
９
㎞
）

１
月
12
日（
木
）    

集
合  

９
時
30
分

集
合
場
所
…
北
仙
台
駅
前

参
加
費
／
５
０
０
円（
保
険
料
込
）

問  

杜
の
都
せ
ん
だ
い
歩
こ
う
会

☎
０
９
０（
６
６
２
６
）７
１
８
８

里
山
ウ
オ
ー
ク（
県
民
の
森
10
㎞
）

１
月
12
日（
木
）    

集
合  

９
時
40
分

集
合
場
所
…
グ
ラ
ン
デ
ィ
21
　
第
１
駐
車
場

参
加
費
／
５
０
０
円（
保
険
料
等
）

問  

十
符
の
里
歩
こ
う
会

☎
０
８
０（
１
８
４
４
）８
２
５
１

※
住
ま
い
の「
相
続
」に
つ
い
て
の
基
本
的

な
知
識
や「
遺
言
」の
活
用
を
テ
ー
マ
と
し

た
セ
ミ
ナ
ー
。
講
師
の
説
明
に
つ
い
て
は

後
日
、
期
間
限
定
で
動
画
配
信
す
る
予
定
。

問  

市
都
市
整
備
局
住
宅
政
策
課 

☎（
２
１
４
）８
３
３
０

相
続
対
策
を
学
ぼ
う
！

終
活
の
心
得
　
相
続
税
・
納
税
額
を
把

握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
生
命
保
険
の

非
課
税
枠
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
１
月
28
日（
土
）13
時
30
分
〜
15
時

　
会
場
／
大
野
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
参
加
費
／
無
料（
先
着
60
人
）

問  

セ
ン
タ
ー
☎（
２
４
７
）１
０
０
５

日
本
笑
い
学
会
　
東
北
支
部

新
春 

笑
学
校
91

　
１
月
29
日（
日
）13
時
〜
15
時

　
会
場
／
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

　
入
場
料
／
５
０
０
円（
一
般
）

　
要
予
約（
先
着
１
８
０
名
）

※
漫
談「
宮
城
県
＋
α
の
面
白
地
名
」他

問  
☎（
３
８
６
）３
５
１
７（
事
務
局
）

シ
ニ
ア
限
定
の
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し

大
人
の
茶
話
会

　
１
月
29
日（
日
）13
時
30
分
〜

　
会
場
／
ホ
テ
ル
・
ユ
ニ
サ
イ
ト（
モ
ン
ト
レ
裏
）

　
男
性
５
０
０
０
円
・
女
性
２
０
０
０
円

問  

☎
０
９
０（
７
７
９
０
）５
４
８
０（
太
陽
の
会
）

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
公
開
講
座

自
立
神
経
を
整
え
る

〜
心
と
体
の
相
互
作
用
〜

　
１
月
29
日（
日
）13
時
30
分
〜

　
会
場
／
仙
台
市
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

　
参
加
費
／
無
料（
要
申
込
・
先
着
80
人
）

問  

☎
０
７
０（
２
０
２
５
）８
２
０
０

介
護
講
座
　
　
　
　          

▼
テ
ー
マ
別
介
護
講
座

『
介
護
に
役
立
つ
感
染
予
防
の
知
識
』

　
１
月
20
日（
金
）13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
認
知
症
を
理
解
す
る

『
認
知
症
に
関
す
る
医
学
知
識
』他

※
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
兼
ね
る

　
１
月
24
日（
火
）10
時
〜
14
時
30
分

▼
知
っ
て
役
立
つ
福
祉
用
具
講
座

『
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
自
助
具
を

見
て
・
知
っ
て
・
体
験
し
よ
う
！
』

　
１
月
27
日（
金
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
土
曜
介
護
講
座

『
家
庭
で
の
排
泄
援
助
の
基
本
』

　
１
月
28
日（
土
）10
時
〜
12
時

※
受
講
料
無
料

会
場
…
仙
台
市
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

対
象
…
市
民
（
仙
台
市
内
在
住
か
お
勤
め
の
方
）

問  

仙
台
市
健
康
福
祉
事
業
団  

介
護
研
修
室

　
☎（
２
１
５
）３
７
１
１

野
山
ウ
ォ
ー
ク
・
自
然
観
察

野
山
ウ
ォ
ー
ク
・
自
然
観
察

毎
月
、
平
日
、
土
日
も
含
め
て
５
回
程

度
実
施
。
参
加
希
望
の
方
は
開
催
日
を

問
い
合
わ
せ
の
上
、
お
申
し
込
み
を
。

※
参
加
費
５
０
０
円
。
昼
食
飲
み
物

等
は
各
自
持
参
。
申
込
は
３
日
前
迄
。

場
所
…
仙
台
市
西
部
の
里
山

問  

東
北
ア
ウ
ト
ド
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
０（
８
６
１
６
）１
３
９
７

傾
聴
サ
ロ
ン

傾
聴
サ
ロ
ン
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　      

　
１
月
7
日（
土
）10
時
〜
15
時

　
　
仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ
　

　
※
参
加
無
料（
要
予
約
）

問  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
仙
台
傾
聴
の
会

　
☎
０
９
０（
６
２
５
３
）５
６
４
０

傾
聴
茶
話
会

傾
聴
茶
話
会
　
　
　

　
　
　   

   

　
１
月
14
日（
土
）13
時
30
〜
14
時
30
分

　
仙
台
市
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

※
参
加
無
料（
予
約
不
要
）

問  

☎
０
７
０（
２
０
２
５
）８
２
０
０

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　      

会
員
募
集
　

八
木
山
水
彩
画
サ
ー
ク
ル

　
　
静
物
画
・
人
物
画
・
写
生
画

　
毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日 

　
　
　
　 

13
時
〜
16
時

　
会
場
／
八
木
山
市
民
セ
ン
タ
ー

　
会
費
／
１
７
０
０
円（
月
）　

問  

☎
０
９
０（
２
９
９
４
）０
１
３
３（
奥
山
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
事
前
に
確
認
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

観
覧
者
募
集
　

ひ
ろ
子
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
公
開
録
画

　
毎
月
第
１
日
曜
日 

14
時
〜
14
時
40
分

　
会
場
／
名
取
市
増
田
公
民
館

※
注
意
…
２
月
は
第
２
日
曜
日
。
入

場
無
料（
人
数
10
人
程
度
）。
12
曲
。
終

了
後
、
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
の
サ
ー
ク
ル

あ
り
。
参
加
自
由（
参
加
費
３
０
０
円
）。

※
１
面
に
関
連
記
事
を
掲
載

問  

☎
０
７
０（
５
６
０
８
）０
７
５
６（
坂
部
） 

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

　
最
近
、
私
の
父
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

父
に
は
、
私
を
含
め
３
人
の
子
が
お
り
、

私
た
ち
の
母
で
あ
る
父
の
妻
も
存
命
し
て
い
ま
す
。

父
の
遺
産
と
し
て
、
自
宅
に
し
て
い
た
土
地
と
建
物
、

ア
パ
ー
ト
と
し
て
賃
貸
し
て
い
る
建
物
と
そ
の
敷
地
、

預
貯
金
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
遺
産
に
つ
い
て

ど
う
取
り
扱
え
ば
い
い
の
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

遺
言
と
遺
産
分
割
協
議

　
今
回
の
執
筆
者
／
仙
台
合
同
公
証
人
役
場
　
公
証
人
　
鈴
木
陽
一

度
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
自
筆
証
書
遺
言
は
、
検
認

手
続
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
公
正
証
書
遺
言
は
、
自
宅

な
ど
に
公
正
証
書
遺
言
の
正

本
や
謄
本
が
あ
れ
ば
、
そ
れ

で
相
続
手
続
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
仮
に
自
宅
に
そ

の
よ
う
な
も
の
が
見
当
た
ら

な
か
っ
た
場
合
で
も
、
遺
言

公
正
証
書
の
原
本
は
、
そ
れ

を
作
成
し
た
公
証
役
場
に
原

本
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、
日

本
公
証
人
連
合
会
に
は
電
子

デ
ー
タ
と
し
て
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
公

証
役
場
で
存
在
の
有
無
、
存

在
し
て
い
る
場
合
の
保
管
公

証
役
場
を
検
索
す
る
こ
と
が

内
容
に
従
っ
て
相
続
の
手
続

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
自
筆
証
書
遺
言

は
、
最
初
に
、
そ
れ
を
家
庭

裁
判
所
に
持
参
し
て
、
遺
言

書
の
検
認
と
い
う
手
続
の
申

立
て
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
も
っ
と
も
、
自
筆
証
書

遺
言
は
、
令
和
２
年
７
月
か

ら
法
務
局
に
保
管
で
き
る
制

　
ま
ず
、
お
父
様

が
遺
言
を
遺
し
て

い
な
い
か
ど
う
か
を
確
認
し

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
遺
言
と
し
て
は
、
自
筆
証
書

遺
言
と
公
正
証
書
遺
言
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
お
父
様
の
身

の
回
り
品
や
遺
品
の
中
か
ら
、

自
筆
証
書
遺
言
や
公
正
証
書

遺
言
が
見
つ
か
れ
ば
、
そ
の

で
き
ま
す
。
検
索
に
よ
っ
て
、

保
管
さ
れ
て
い
る
公
証
役
場

が
分
か
れ
ば
、
そ
の
公
証
役

場
に
謄
本
の
発
行
を
請
求
し

て
、
そ
の
謄
本
で
相
続
の
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
、
遺
言
書
が
見
つ
か

ら
な
か
っ
た
場
合
、
お
父
様

の
法
定
相
続
人（
妻
、
子
３
人
）

全
員
で
、
遺
産
分
割
協
議
を

し
て
、
ど
の
よ
う
に
遺
産
を

分
け
る
の
か
を
決
め
て
、
遺

産
分
割
協
議
書
な
ど
を
作
成

し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
相
続

の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
そ
の
場
合
、
預
貯
金
は
、

各
相
続
人
の
取
得
額
を
決
め

る
だ
け
で
す
が
、
不
動
産
は
、

だ
れ
が
ど
の
不
動
産
を
取
得

す
る
の
か
又
は
共
有
す
る
の

か
で
揉
め
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
ア
パ
ー
ト
の
よ
う
な

収
益
不
動
産
は
、
共
有
に
し

て
収
益
を
分
配
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
し
て
も
、
自
宅
は
、

だ
れ
か
が
単
独
取
得
し
て
、

そ
の
か
わ
り
、
預
貯
金
の
取

得
額
で
調
整
し
、
足
り
な
け

れ
ば
単
独
取
得
者
が
更
に
代

償
金
を
支
払
う
方
法
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

Ａ Ｑ

いつでも無料相談
とりあえずお電話をどうぞ
（遺言・任意後見契約・その他）

仙台合同公証人役場
仙台市青葉区二日町 16-15　プライムゲート晩翠通 ２階

☎（221）6031　公証人　菅野俊明

☎（266）8398　公証人　鈴木陽一

☎（261）0377　公証人　金沢和憲

☎（222）8105　公証人　小沢正明
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94
歳
で
た
ど
り
つ
い
た
結
論

岩
見
弥
生
94
　
太
白
区
鹿
野

　
あ
っ
と
思
う
中
、
お
正
月
が

目
の
前
。
コ
ロ
ナ
と
骨
折
や
ケ

ガ
に
振
り
回
さ
れ
た
１
年
で
し

た
。
毎
日
の
生
活
を
あ
く
せ
く

と
急
が
ず
、
カ
メ
の
ノ
ロ
ノ
ロ

に
変
更
、
こ
の
頃
は
ケ
ガ
も
せ

ず
何
と
か
無
事
に
過
ご
し
、
時
々

は
友
達
か
ら
声
も
掛
け
ら
れ
、

食
事
会
等
し
て
お
り
ま
す
。
友

達
と
言
っ
て
も
12
歳
も
下
の
人

で
、
３
人
で
温
泉
で
逢
っ
た
時
、

全
員
辰
年
で
私
が
94
歳
、
後
の

２
人
は
82
歳
で
笑
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
辰
年
は
天
に
も
昇
る

し
元
気
が
い
い
ん
だ
ネ
と
、
己

は
元
気
も
薄
れ
て
い
る
の
に
…
。

　
友
だ
ち
と
い
る
と
不
思
議
と

笑
顔
に
な
れ
、
食
欲
も
出
る
の

で
や
は
り
人
間
は
一
人
淋
し
く

生
き
る
よ
り
楽
し
く
、
人
と
の

付
き
合
い
は
死
ぬ
ま
で
あ
っ
た

方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
毎
日

の
ん
び
り
と
笑
っ
て
暮
ら
し
、

く
よ
く
よ
せ
ず
、
い
つ
の
間
に

や
ら
一
夜
の
風
に
散
る
、
桜
の

花
の
よ
う
に
散
っ
て
い
け
た
ら

と
い
つ
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
歳
で
い
ろ
い
ろ
な
本
を

読
ん
だ
り
、
明
る
い
友
だ
ち
と

付
き
合
う
の
も
、「
朱
に
交
わ
れ

ば
赤
く
な
る
」の
例
の
通
り
、
楽

し
い
生
き
方
が
出
来
る
と
思
う

か
ら
。
94
歳
の
バ
ァ
ー
さ
ん
が

悩
ん
だ
末
、
こ
の
頃
こ
の
様
な

考
え
の
許
に
生
き
て
行
こ
う
と

思
っ
た
の
で
書
い
て
み
ま
し
た
。

面
白
き
こ
と
も
な
き
世
を

お
も
し
ろ
く
す
み
な
す
も
の
は

　
　
　
　
　
　
　

心
な
り
け
り

高
杉
晋
作

ヒ
エ
〜
ッ

日ひ

が

の

向
野
洋
子
73
　
青
葉
区
貝
ヶ
森

　
団
地
の
長
い
坂
道
を
男
の
子

が
二
人
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
に

楽
し
そ
う
に
歩
い
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
へ
車
が
ス
ー
ッ
と
寄
り
、

一
人
だ
け
乗
せ
て
行
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
私
は
つ
い「
君
も
乗

せ
て
く
れ
た
ら
良
い
の
に
ね
。

同
じ
方
向
な
ん
で
し
ょ
う
？
」と

聞
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　「
オ
バ
さ
ん
！
　
今
は
他
人
の

子
は
乗
せ
な
い
ん
で
す
。
何
か

起
き
た
時
に
面
倒
に
な
る
か
ら
」

　「
ヒ
ェ
〜
」　
　
お
節
介
つ
い

で
に
、「
名
札
は
付
け
な
い
の
？

オ
バ
さ
ん
の
子
供
た
ち
は
名
札

の
中
に
10
円
玉
を
入
れ
て
て
、

忘
れ
物
し
た
ら
家
に
電
話
し
て

届
け
て
も
ら
っ
た
り
し
た
よ
」

　「
オ
バ
さ
ん
！
　
今
は
ヤ
バ
イ

時
代
だ
か
ら
、
名
札
は
学
校
に

置
い
て
あ
る
ん
だ
よ
。
そ
れ
に
、

ほ
と
ん
ど
の
家
が
共
稼
ぎ
だ
か

ら
、
届
け
る
な
ん
て
無
理
！
」　

　
給
食
は
黙
食
、
授
業
は
一
人

一
台
の
パ
ソ
コ
ン
、
聞
く
こ
と

全
て
、「
ヒ
ェ
〜
」　
　
で
も
、

そ
の
子
は
学
校
が
楽
し
い
と

言
っ
て
く
れ
た
か
ら
、
良
か
っ

た
。
し
か
し
、
極
め
付
け
は
別

れ
際
に
、「
オ
バ
さ
ん
。
本
当
は

僕
と
オ
バ
さ
ん
、
話
を
し
ち
ゃ

い
け
な
い
ん
だ
よ
。
知
ら
な
い

人
だ
か
ら
！
」「
で
も
、
今
日
で

友
だ
ち
に
な
っ
た
か
ら
、
ま
た

会
っ
た
ら
お
喋
り
し
て
い
い
？
」

と
言
っ
た
ら
、「
い
い
よ
、
特

別
！
」。
オ
バ
ア4

さ
ん
は
、
と
っ

て
も
楽
し
い
時
間
だ
っ
た
な
〜
。

サ
イ
モ
ン
と
ガ
ー
フ
ァ
ン
ク
ル

阪
本
昭
憲
77
　
太
白
区
上
野
山

　
先
日
、
古
書
店
で
サ
イ
モ
ン

と
ガ
ー
フ
ァ
ン
ク
ル
の
Ｃ
Ｄ
を

購
入
し
ま
し
た
。
20
代
の
頃
、

毎
日
聞
い
て
酔
い
し
れ
て
お
り

ま
し
た
。
そ
し
て
明
日
に
は
、

私
に
何
か
起
こ
り
そ
う
な
気
持

ち
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
ヒ
ッ

ト
曲
の
中
で
も
、
心
に
残
る
の

は『
明
日
に
架
け
る
橋
』。
今
聞
い

て
も
、
そ
の
感
動
は
新
鮮
で
す
。

12
月
８
日

髙
橋
ス
マ
ノ
96
　
青
葉
区
落
合

　
12
月
８
日
は
、
76
年
前
、
日

本
が
ア
メ
リ
カ
に
宣
戦
布
告
し

た
日
で
す
。
な
ん
と
愚
か
な
日

本
、
勝
つ
と
思
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
年
に
生
ま
れ
た
子

供
の
名
前
に
勝
つ
と
い
う
字
が

多
く
使
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

勝
つ
ま
で
は
欲
し
が
り
ま
せ
ん
、

我
慢
の
毎
日
、
国
民
が
一
番
辛

い
思
い
を
し
た
の
で
す
。

　
靖
国
の
遺
書
に
学
徒
の
人
が

書
い
た「
い
く
ら
愚
か
な
国
で
も

こ
の
国
の
人
だ
か
ら
奮
起
せ
ざ

る
を
え
ず
」と
特
攻
隊
と
な
り
、

敵
艦
に
体
当
た
り
、
若
い
尊
い

命
を
お
国
に
捧
げ
た
の
で
す
。

　
本
土
の
国
民
は
老
人
、
女
、

子
供
た
ち
。
ア
メ
リ
カ
の
兵
隊

が
上
陸
し
た
ら
、
竹
や
り
を
持
っ

て
刺
す
、
爆
弾
に
よ
っ
て
火
事

に
な
っ
た
ら
バ
ケ
ツ
に
水
を
入

れ
リ
レ
ー
し
て
火
を
消
す
。
毎

日
毎
日
、
町
内
会
長
の
命
令
で

訓
練
さ
せ
ら
れ
、
体
の
調
子
が

悪
く
と
も
熱
が
あ
っ
て
も
出
な

い
と
配
給
が
止
め
ら
れ
る
か
ら
、

み
ん
な
頑
張
っ
た
の
で
す
。

　
長
生
き
し
て
あ
れ
か
ら
76
年

の
月
日
が
過
ぎ
、
種
々
と
体
験

を
書
い
て
き
ま
し
た
。
苦
し
い

こ
と
悲
し
い
こ
と
、
今
は
懐
か

し
い
思
い
出
と
な
り
、
息
子
の

作
っ
て
く
れ
る
美
味
し
い
食
事
、

友
が
送
っ
て
く
れ
る
旨
い
物
に

元
気
を
付
け
ら
れ
、
シ
ル
バ
ー

ネ
ッ
ト
投
稿
の
締
切
を
気
に
し

な
が
ら
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

相
撲
へ
の
熱
い
思
い

千
葉
洋
子
71
　
太
白
区
長
町

　「
高た

か
や
す安
が
な
ぜ
優
勝
し
な
い
の

か
」と
い
う
不
思
議
さ
を
残
し
な

が
ら
、
九
州
場
所
も
終
わ
り
、

一
月
場
所
が
始
ま
る
。

　
先
場
所
は
横
綱
が
不
在
、
そ

れ
を
補
う
べ
き
大
関
の
心
許
な

さ
は
あ
っ
た
が
、
次
世
代
を
担

う
活
躍
を
期
待
で
き
る
若
手
の

粘
り
強
さ
が
光
っ
た
。
加
え
て
、

満
員
御
礼
の
垂
れ
幕
が
久
々
に

披
露
さ
れ
、
幼
い
頃
か
ら
亡
父

の
膝
の
上
で
声
援
を
送
り
続
け

た
私
に
、
安
堵
感
も
広
が
っ
た
。

　
ど
の
力
士
が
好
き
と
か
、
誰

に
加
担
す
る
訳
で
は
無
く
、
単

純
に
ず
っ
と
相
撲
が
好
き
で
い

る
。
ま
わ
し
一
本
に
気
合
い
を

込
め
、
鍛
え
上
げ
た
〝
心
技
体
〟

の
全
力
を
一
日
一
番
に
か
け
、

ぶ
つ
か
り
合
う
男
達
の
力
強
さ
。

そ
れ
が
七
十
歳
を
過
ぎ
た
今
も
、

私
の
体
中
の
熱
量
を
沸
き
立
た

せ
、
集
中
さ
せ
る
。

　
最
近
、
仕
事
を
終
え
て
風
呂

に
入
り
、
煙
草
を
く
ゆ
ら
せ
つ

つ
相
撲
中
継
を
観
て
い
た
亡
父

を
よ
く
思
い
出
す
。
穏
や
か
な

表
情
で「
相
撲
は
人
生
や
で
。
あ

ん
ま
り
背
ぇ
伸
び
し
た
り
勝
ち

に
急
ぐ
と
大
切
な
ア
キ
レ
ス
腱

を
切
っ
て
し
ま
う
か
ら
。
自
分

の
相
撲
を
自
分
ら
し
い
に
取
り

切
る
こ
と
や
な
ぁ
」と
何
度
も
話

し
て
く
れ
た
。
そ
の
言
葉
の
意

味
が
、
や
っ
と
分
か
っ
て
き
た
。

歳
を
重
ね
て
子
ど
も
に
返
る

白
取
悦
子
91
　
太
白
区
緑
ヶ
丘

　
子
供
の
頃
、
お
正
月
を
楽
し

み
に
し
て
い
た
。
お
年
玉
、
お

節
料
理
、
大
勢
の
家
族
で
母
の

手
作
り
の
お
節
は
本
当
に
お
い

し
か
っ
た
。
結
婚
し
て
か
ら
は

母
の
料
理
の
味
を
思
い
出
し
、

煮
し
め
、
昆
布
巻
き
、
黒
豆
、

だ
て
巻
き
、
茶
碗
蒸
し
等
々
た

く
さ
ん
お
節
を
作
り
、
家
族
で

紅
白
歌
合
戦
を
見
、
除
夜
の
鐘

を
聞
き
、
正
月
を
祝
っ
た
。

　
住
ん
で
い
る
老
人
ホ
ー
ム
は
、

そ
の
時
々
の
祝
い
時
に
楽
し
い

行
事
を
企
画
し
て
私
た
ち
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
て
い
る
。
ク
リ

ス
マ
ス
に
は
モ
ミ
の
木
に
た
く

さ
ん
の
飾
り
を
付
け
、
ホ
ー
ル

に
は
サ
ン
タ
の
帽
子
を
か
ぶ
っ

た
私
た
ち
の
写
真
が
い
ろ
ん
な

ポ
ー
ズ
で
貼
ら
れ
て
い
る
。
今

度
は
正
月
飾
り
に
職
員
が
一
生

懸
命
。
そ
の
日
が
来
る
の
を
指

折
り
数
え
て
待
っ
て
い
る
。
歳

を
重
ね
る
と
子
供
心
に
返
る
も

の
と
、
つ
く
づ
く
感
じ
て
い
る
。

我
が
家
の
ペ
ッ
ト
は
猫
４
匹 

鹿
又
和
子
82
　
太
白
区
茂
庭

　
猫
が
４
匹
い
る
。
一
匹
は
も

う
12
年
。
そ
し
て
１
年
前
、
２

匹
の
親
猫（
？
）が
白
い
小
さ
な

子
猫
を
連
れ
、
ベ
ラ
ン
ダ
に
住

み
着
い
た
。
親
猫
た
ち
は
交
互

に
遊
び
方
や
ね
ず
み
取
り
等
を

教
え
、
し
っ
ぽ
で
じ
ゃ
れ
合
っ

た
り
、
ネ
コ
パ
ン
チ
を
し
た
り
。

古
い
理
容
イ
ス
の
上
が
お
気
に

入
り
で
、
３
匹
で
頭
を
並
べ
て

寝
て
い
た
り
す
る
。
マ
イ
ペ
ー

ス
の
自
然
体
で
、
生
き
て
行
こ

う
と
す
る
可
愛
い
猫
た
ち
だ
。

松
田
瞭
子
96 

青
葉
区
花
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長
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美
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区
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レ
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白
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長
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弘
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長
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丘

山
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正
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中
山

小
野
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子
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青
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区
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目
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庄
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努
72 

太
白
区
リ
ハ
青
山

関
　
正
勝
80 

青
葉
区
中
江

小
野
さ
つ
き
79 

若
林
区
荒
井

松
元
ゆ
り
子
69 

富
谷
市
あ
け
の
平

佐藤千代子70 若林区荒井 梶 原 幸 子82 青葉区東勝山

菅 　 誠 吾75 太白区西の平

菊 地 成 人70 宮城野区幸町

結 城 勝 子78 宮城野区宮千代

鈴 木 昌 子78 大河原町

柏 崎 英 子81 若林区若林

川
添
賢
次
74 

北
九
州
市
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倉
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常
夫
86 

青
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区
中
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木
芙
美
子
77 

青
葉
区
中
山
台

及川たい子75 岩沼市



令和 5年 1月号（5）

フ
レ
イ
ル

　

菱
沼
俊
行
76
　
泉
区
将
監

　
10
月
、
あ
る
大
学
の
学
生
か

ら
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
卒
論

で
フ
レ
イ
ル
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
し
た
の
で
自
治

会
の
全
世
帯
に
配
布
し
て
も
よ

い
か
と
の
内
容
。
そ
の
時
、
初

め
て
フ
レ
イ
ル
と
言
う
言
葉
を

耳
に
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
学

生
と
話
し
合
い
を
持
ち
、
フ
レ

イ
レ
の
意
味
が
わ
か
り
ま
し
た
。

今
回
、
12
月
号
の
シ
ル
バ
ー
ネ
ッ

ト
に
も
大
き
く
掲
載
さ
れ
て
い

て
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
イ
レ
ブ
ン
・
チ
ェ
ッ

ク
で
は
、
今
の
と
こ
ろ
心
配
は

な
い
よ
う
で
す
が
、
加
齢
と
共

に
訪
れ
る
心
身
の
活
力
低
下
は

避
け
ら
れ
な
い
と
、
覚
悟
す
る

必
要
は
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
５
年
ほ
ど
前
、
あ
る
研
究
機

関
の
検
査
に
協
力
。
今
年
も
ま

た
協
力
依
頼
が
き
ま
し
た
の
で

参
加
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
俳

句
や
川
柳
を
通
し
、
認
知
機
能

や
言
語
機
能
な
ど
を
検
査
す
る

内
容
。
５
年
前
は
川
柳
も
俳
句

も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

い
ま
は
川
柳
を
か
じ
っ
て
い
ま

す
の
で
、
何
ら
か
の
違
い
は
あ

る
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
検
査

結
果
が
ど
の
よ
う
に
判
定
さ
れ

る
か
が
楽
し
み
で
す
。

　
ま
た
、
豊
齢
カ
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
の
判
定
が
区
役
所
な
ど
の

窓
口
で
で
き
る
と
は
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
、
早
速
、
区
役

所
を
訪
ね
判
定
し
て
も
ら
お
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
生
百
年
、

病
気
は
早
期
発
見
、
フ
レ
イ
ル

は
早
め
の
自
己
チ
ェ
ッ
ク
を
。

バ
ス
の
運
転
手
に
感
動 

中
沢
常
夫
86
　
青
葉
区
中
山

　
11
月
中
旬
の
午
後
、 

東
北
電

力
前
バ
ス
停
留
所
か
ら
、 

中
山

方
面
行
き
の
仙
台
市
営
バ
ス
に

乗
っ
た
の
で
す
。
発
車
後
間
も

な
く
し
て
、「
皆
さ
ん
、 

ご
乗
車

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私

は
運
転
手
の
○
○
で
す
。
安
全

運
転
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
た
だ
、
危
険
を
避
け
る

た
め
に
急
プ
レ 

ー 

キ
を
か
け
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、 

手
す

り
に
お
つ
か
ま
り
＜
だ
さ
い
」と

い
う
放
送
が
あ
っ
た
。

　
名
前
を
名
乗
り
、 

乗
客
の
安

全
を
守
る
決
意
に
心
地
良
さ
が

感
じ
ら
れ
た
。
若
い
男
性
運
転

手
で
、
曲
が
る
と
き
や
停
留
所

前
で
は「
お
つ
か
ま
り
く
だ
さ

い
」、 「
間
も
な
く
○
○
で
す
。

停
ま
っ
て
か
ら
お
立
ち
く
だ
さ

い
」。
降
り
る
人
に
は「
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ま
た
の
ご
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
」と
礼
を
言

う
の
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。

　
感
動
し
た
私
は
降
り
る
時
に
、 

「
ご
案
内
有
難
う
、 

良
か
っ
た

よ
」と
礼
を
言
っ
た
と
こ
ろ
、
笑

顔
で「 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」と
答
え
て
く
れ
た
。
バ
ス
に

乗
り
、
癒
さ
れ
た
40
分
間
。
歩

道
か
ら
手
を
振
っ
て
、
感
謝
の

意
を
表
し
見
送
っ
た
。

大
好
き
な
お
多
福
さ
ん
が
…

村
上
一
枝
80
　
青
葉
区
中
山
吉
成

　
お
多
福
さ
ん
の
お
顔
を
見
る

と
、
幸
せ
に
満
ち
た
下
ぶ
く
れ

の
顔
、
切
れ
長
の
眉
と
優
し
げ

な
細
い
目
、
無
駄
な
こ
と
を
決

し
て
言
わ
な
い
オ
チ
ョ
ボ
口
、

何
で
も
聞
い
て
く
れ
そ
う
な
大

き
な
福
耳
、
ほ
ほ
笑
み
を
感
じ

る
ほ
ほ
…
。
ま
さ
に
女
性
の
あ

る
べ
き
姿
を
そ
の
ま
ま
表
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
き
っ
と
福
を
い
っ
ぱ
い
呼
ん

で
く
れ
そ
う
な
お
福
さ
ん
と
思

い
、
改
め
て
辞
書
を
引
い
て
み

た
ら
、
な
ん
と
私
の
思
い
と
裏

腹
で「
女
を
の
の
し
る
時
に
使
う

お
多
福
」と
出
て
来
て
び
っ
く
り

仰
天
！
　
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ

た
思
い
が
、
す
っ
か
り
崩
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
小
さ
い
時
か

ら
目
隠
し
を
し
て
福
笑
い
を
し

た
も
の
で
す
が
、
チ
グ
ハ
グ
に

並
ん
だ
彼
女
の
顔
は
私
共
の
笑

い
を
誘
う
だ
け
の
も
の
だ
っ
た

の
…
。
お
多
福
さ
ん
が
気
の
毒

に
な
っ
て
し
ま
い
、
ガ
ッ
カ
リ
。

　
こ
れ
か
ら
は
私
だ
け
で
も
、

福
を
た
く
さ
ん
届
け
て
く
れ
る

「
お
多
福
さ
ん
」と
味
方
を
し
て
、

一
緒
に
た
く
さ
ん
の
幸
せ
を
皆

さ
ん
に
お
届
け
し
た
い
と
決
心

し
ま
し
た
。

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
捧
げ
る
歌

作
詞 

小
磯
清
光（
浜
野
童
風
） 

泉
区
館

空
は
青
い
ぞ
＝
平
和
を
祈
り
つ
つ
希
望
の
歌

空
は
青
い
ぞ
、
胸
は
っ
て　

あ
し
た
の
夢
を
語
ろ
う
よ

お
い
ら
仲
間
だ
と
も
だ
ち
だ

ヤ
ッ
ホ
ヤ
ッ
ホ
ー

雨
も
嵐
も
ど
ん
と
来
い

唇
か
ん
で
泣
き
笑
い

す
べ
っ
て
転
ん
で
ま
た
起
き
て

見
上
げ
る
空
に
虹
の
橋

ヤ
ッ
ホ
ヤ
ッ
ホ
ー

望の
ぞ
みは
る
か
な
雲
の
彩い

ろ

名
も
な
い
草
に
も
花
が
咲
く

愛
と
努
力
と
真
心
と

夢
と
希
望
と
冒
険
と

ヤ
ッ
ホ　

ヤ
ッ
ホ
ー

声
も
高
ら
か
に
唄
お
う
よ

流
れ
る
雲
に
呼
び
か
け
て

強
く
明
る
く
生
き
抜
こ
う

手
と
手
つ
な
い
で
輪
に
な
っ
て

ヤ
ッ
ホ　

ヤ
ッ
ホ
ー

ほ
ー
ら　

夜
明
け
だ
太
陽
だ

民
話
の
語
り
部
に
な
り
た
い

白
鳥
三
代
子
69
　
若
林
区
遠
見
塚

　
秋
保･

里
セ
ン
タ
ー
で『
秋
保

の
民
話
語
り
』が
月
に
２
度
開
か

れ
て
い
て
、
先
日
行
っ
て
き
た
。

３
人
の
語
り
部
の
方
の
民
話
に

身
を
乗
り
出
し
て
耳
を
傾
け
た
。

そ
の
う
ち
自
分
も
、
民
話
の
語

り
部
に
な
り
た
い
と
高
い
望
み

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
月
に
１
度
、
一
人
暮
ら

し
の
お
年
寄
り
を
集
め
て
カ

フ
ェ
を
開
く
場
所
で
紙
芝
居
を

読
ん
で
い
る
。
何
を
読
ん
で
あ

げ
よ
う
か
、
こ
う
い
う
の
は
喜

ん
で
く
れ
る
か
な
、
と
思
い
を

巡
ら
し
な
が
ら
図
書
館
で
選
ぶ

の
が
楽
し
み
の
ひ
と
つ
。
３
作

品
ほ
ど
を
い
つ
も
読
む
の
だ
が
、

前
回
、
そ
の
中
で
盛
り
上
が
っ

た
の
が『
あ
か
ん
ぼ
ば
あ
さ
ん
』

と
い
う
紙
芝
居
。
山
へ
焚
き
木

を
取
り
に
行
っ
た
お
じ
い
さ
ん

が
湧
き
水
を
飲
ん
だ
ら
途
端
に

若
者
に
な
り
、
そ
れ
を
知
っ
た

お
ば
あ
さ
ん
が
若
い
娘
に
な
ろ

う
と
湧
き
水
を
飲
ん
だ
ら
、
飲

み
過
ぎ
て
赤
ん
坊
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
話
し
で
あ
る
。

　
そ
の
内
容
と
全
く
同
じ『
若
返

り
の
水
』と
い
う
民
話
を
今
回
、

聞
い
て
、
つ
い
ニ
ン
マ
リ
。
こ

の
話
し
は
何
度
聞
い
て
も
笑
え

る
。
私
も
こ
の
話
し
を
覚
え
て

み
た
い
と
思
っ
た
。
は
っ
ぴ
を

着
て
民
話
を
語
る
自
分
の
姿
を

想
像
し
な
が
ら
、
ニ
ン
マ
リ
と

し
て
い
る
最
近
の
私
で
あ
る
。

弁
当
作
り
か
ら
の
卒
業 

そ
の
２

長
谷
川
登
美
74
　
青
葉
区
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吉
成

　
弁
当
作
り
卒
業
の
私
か
ら
、

〝
毎
日
３
食
の
ご
飯
を
作
る
主

婦
〟に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、

続
き
を
聞
い
て
下
さ
い
。
友
の

言
っ
た「
弁
当
の
方
が
楽
か
も
知

れ
な
い
よ
」の
言
葉
通
り
で
し

た
。
た
だ
違
う
の
は
、
私
は
何

が
あ
っ
て
も
そ
の
中
に
楽
し
み

を
見
つ
け
る
人
だ
っ
た
の
で
す
。

　
家
で
仕
事
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
夫
は
、
７
時
30
分
に
な

る
と「
さ
あ
、
始
め
る
ぞ
」と
言
っ

て
隣
の
部
屋
へ
。
12
時
か
ら
１

時
ま
で
は
、
ご
飯
を
食
べ
た
り

私
と
話
し
た
り
し
て
い
ま
す
が
、

時
間
に
な
る
と
ま
た
事
務
所
に

し
て
い
る
部
屋
へ
。
そ
し
て
、

４
時
30
分
に
戻
り
ま
す
。
真
面

目
な
性
格
の
夫
を
目
の
当
た
り

に
し
て
、
尊
敬
し
ち
ゃ
い
ま
す
。

　
お
陰
で
私
は
、
時
間
通
り
に

食
事
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
朝
食
が
終
わ
る
や
す
ぐ

に
昼
食
。
ま
た
す
ぐ
の
夕
食
。

頭
の
中
は
、
一
日
中
料
理
の
こ

と
で
一
杯
。
そ
こ
で
考
え
た
の

が
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

て
１
週
間
の
献
立
表
を
書
く
こ

と
。
こ
れ
で
私
の
新
た
な
扉
が

開
く
よ
う
な
ド
キ
ド
キ
感
を
味

わ
い
ま
す
。
さ
あ
、
今
日
は「
う

ま
い
！
」の
言
葉
が
何
回
聞
け
る

で
し
ょ
う
か
、
楽
し
み
で
す
。

O
ri K

iri O
ri

（
オ
リ
キ
リ
オ
リ
）

目
黒
い
つ
子
73
　
泉
区
南
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　〝
オ
リ
キ
リ
オ
リ
〟と
は
、
一

枚
の
紙
と
ハ
サ
ミ
を
用
い
て
作

り
出
さ
れ
る
美
し
く
創
造
的
な

も
の
で
、
作
り
手
の
個
性
に
よ

り
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
生
み
出
さ

れ
ま
す
。
こ
の
度
、
縁
の
あ
る

市
民
セ
ン
タ
ー
の
館
長
さ
ん

に
講
師
を
招
い
て
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
再
開
を
お
願
い
し

て
き
ま
し
た
。
是
非
、
来
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

正
月
に
ち
な
ん
だ
ク
イ
ズ 

児
玉
　
悟
76
　
青
葉
区
五
橋

①
こ
れ
何
？「
一 

二 

日 

四 

五 

六
」

②
タ
コ
、
エ
ビ
、
ク
ラ
ゲ
が
年
末

の
大
掃
除
を
し
ま
し
た
。
一
番
て

い
ね
い
に
掃
除
し
た
の
は
？

③
冬
な
の
に
春
な
の
は
い
つ
？

④
お
正
月
に
大
人
が
落
と
す
と
子

供
が
喜
ぶ
も
の
は
？

⑤
お
正
月
に
海
女
と
巫
女
さ
ん
が

「
お
し
る
こ
」大
食
い
対
決
を
し
ま
し

た
。
勝
っ
た
の
は
ど
っ
ち
？

⑥
い
つ
も
一
人
の
お
坊
さ
ん
が
今
日

は
二
人
で
や
っ
て
来
ま
し
た
。な
ぜ
？

⑦
お
正
月
に
、
道
の
曲
が
り
角
で

待
っ
て
い
る
も
の
は
？

⑧
お
正
月
の
年
賀
は
が
き
。
つ
く
の

は
何
時
？

⑨
元
日
に
は
一
つ
、
元
旦
に
は
二
つ
、

こ
れ
は
何
？

解
答
　
①
三
が
日（
三
が
日
に
な
っ
て

い
る
か
ら
）②
タ
コ（
墨
を
吐
く
→
隅

を
掃
い
た
か
ら
）③
新
春
④
お
年
玉
⑤

海
女（
お
し
る
こ
が
甘
か
っ
た
→
海
女

勝
っ
た)

⑥
お
正
月
だ
か
ら（
和
尚
が

ツ
ー
だ
か
ら
）⑦
門
松（
角
待
つ)

⑧
九

時（
年
賀
は
が
き
に
付
く
の
は
ク
ジ
）

⑨
ん（
が
ん
じ
つ
　
が
ん
だ
ん)

佐藤ふさ子71 青葉区錦ヶ丘松 田 瞭 子96 青葉区花壇

佐
々
木
幹
児
85 

大
和
町

文
屋
文
江
69 

若
林
区
南
小
泉

中
谷
は
る
み
78 

青
葉
区
中
山
台

伊
藤
貞
子
95 

青
葉
区
中
山
台

船
山
あ
き
こ
96 

多
賀
城
市

針
生
と
も
子
61 

大
衡
村 

上 村 　 栄68 太白区リハ青山

原 山 圭 子79 若林区荒井 佐藤ふさ子72 青葉区錦ヶ丘 横 田 春 治70 宮城野区鶴ヶ谷東

小 原 秋 子85 村田町

会 津 曜 子85 宮城野区鶴ヶ谷

有 住 明 子60 青葉区中山台

大 友 寛 子86 太白区あすと長町

木 村 鏡 子66 青葉区中江

髙橋スマノ96 青葉区落合

岩 井 元 司90 太白区袋原

鹿
又
和
子
82 

太
白
区
茂
庭

加
藤
邦
子
75 
青
葉
区
中
江

加
藤
俊
雄
76 

富
谷
市
鷹
乃
杜

目
黒
い
つ
子
72
　 

泉
区
南
中
山

中村佐江子93 太白区鈎取



令和 5年 1月号 （6）笑いは元気の素！　認知症の予防にもシルバー川柳　
　
青
　葉
　区
　　　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　ク
ス
ッ
と
笑
わ
せ
る
、
共
感
さ
せ
る

フ
レ
イ
ル
に
　な
り
そ
で
心
配
　足
フ
ル
エ
ル
　	

中
　　江	

木
村
鏡
子
66

義か

あ母
さ
ま
に
　仕
事
頼
ん
で
　介
護
予
防
　	

中
　　江	

木
村
鏡
子
66

フ
レ
イ
ル
か
　足
腰
あ
わ
ず
　阿
波
踊
り
　	

錦
ヶ
丘	

佐
藤
ふ
さ
子
72

古
希
越
え
て
　街
の
あ
ち
こ
ち
　チ
ャ
リ
通
い	

葉
山
町	

青
木
三
郎
73

お
か
ず
よ
り
　薬
と
サ
プ
リ
　数
多
し
　　　　	

昭
和
町	

紙
谷
義
和
73

バ
ス
停
は
　一
つ
歩
い
て
　ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
　　　　	
川
　　平	

宮
本
　　実
73

貸
農
園
　鍬
を
振
る
い
て
　鍛
え
て
る	
旭
ヶ
丘	

鈴
木
武
志
74

生
き
て
い
る
　美
人
薄
命
　そ
っ
ち
の
け
　　	

み
や
ぎ
台	

加
藤
信
子
72

給
湯
器
　追
い
焚
き
で
き
ず
　夫め

お

と婦
風
呂	

木
町
通	

鈴
木
正
明
74

人
恋
し
い
　電
話
を
武
器
に
　フ
レ
イ
ル
予
防	

中
山
吉
成	
長
谷
川
登
美
74

何
食
べ
よ
う
　ま
だ
衰
え
な
い
　食
い
気
有
り	

桜
ヶ
丘	

山
本
憲
子
75

毎
日
が
　ボ
ケ
確
認
の
　ジ
ジ
と
バ
バ
　　　　　	

五
　　橋	

児
玉
　　悟
76

ど
こ
と
な
く
　ジ
ッ
チ
の
眉
毛
　猫
じ
ゃ
ら
し
　　	

西
花
苑	

林
　　勝
義
77

老
年
期
　ハ
ー
フ
タ
イ
ム
が
　分
岐
点	

中
　　江	

関
　　悦
子
77

詐
欺
・
介
護
　あ
れ
こ
れ
予
防
に
　忙
し
い
　　　　	

桜
ヶ
丘
公
園	

高
橋
廣
光
78

敬
老
パ
ス
　次
に
欲
し
い
な
　介
護
パ
ス
　　　　	

桜
ヶ
丘
公
園	

高
橋
廣
光
78

健
康
と
　器
具
に
使
わ
れ
　あ
き
て
止
め
　　　　　	

通
　　町	

阿
部
良
一
78

夜
な
夜
な
に
　数
え
し
ヘ
ソ
ク
リ
　認
知
予
防
　　	高
　　松	

神
　　市
子
78

正
月
膳
　昔
は
夜
な
べ
　い
ま
ウ
ー
バ
ー	

宮
　　町	

大
和
田
久
美
79

二
年
前
　母
を
介
護
し
　今
さ
れ
る
　	

春
日
町	

堀
江
良
彦
79

老
い
る
と
は
　学
ぶ
こ
と
で
す
　尊
い
ね
ぇ	

小
田
原	

山
田
和
子
79

自
慢
の
娘
　母
の
歳
ま
で
　生
き
た
い
ナ
ァ	

小
田
原	

山
田
和
子
79

快
の
付
く
　食
眠
便
で
　日
々
暮
ら
す	

上
　　杉	

村
國
　　誠
79

貧
乏
ゆ
す
り
　脚
に
は
良
い
と
　医
師
勧
め	

高
　　松	

須
田
節
子
80

フ
レ
イ
ル
と
　思
わ
な
く
て
も
　油
断
せ
ず
　	

中
山
吉
成	

村
上
一
枝
80

草
花
や
　小
鳥
と
対
話
　一
茶
婆ば

あ

　　　	

桜
ヶ
丘	

峯
田
紀
久
子
80

指
輪
っ
か
　大
根
足
を
　と
り
戻
せ
　　	

霊
屋
下	

岡
本
幸
子
80

骨
強
く
　「
か
か
と
落
と
し
」で
　バ
ス
を
待
つ
　　	

霊
屋
下	

岡
本
幸
子
80

日
に
二
回
　フ
レ
イ
ル
予
防
　三
〇
分
　　　	

山
手
町	

難
波
豊
子
81

貯
筋
せ
よ
　今
更
ど
こ
に
　貯
め
込
む
か
　　	

霊
屋
下	

岡
本
宏
正
81

ボ
ー
ッ
と
し
て
　生
き
て
ん
じ
ゃ
な
い
よ
　フ
レ
イ
ル
だ	

旭
ヶ
丘	

本
郷
祐
子
81

ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
の
　狭
い
歩
幅
で
　万
歩
計
　　	

東
勝
山	

梶
原
幸
子
82

大
シ
ョ
ッ
ク
　フ
レ
イ
ル
テ
ス
ト
　三
点
だ
　	

中
　　江	

岸
田
紀
雄
82

二
階
ま
で
　往
復
百
回
　一
万
歩
　	

中
　　江	

岸
田
紀
雄
82

出
来
る
な
ら
　助
け
を
借
り
ず
　棺
入
り
　	

中
　　江	

岸
田
紀
雄
82

節
電
で
　湯
た
ん
ぽ
抱
い
て
　早
寝
す
る
　	

台
　　原	

中
鉢
紀
雄
82

毎
日
の
　つ
た
こ
た
家
事
で
　健
康
づ
く
り
　	

小
田
原	

阿
部
清
子
83

経
費
ゼ
ロ
　ラ
ジ
オ
体
操
　続
い
て
る	

旭
ヶ
丘	

本
郷
泰
弘
83

近
頃
は
　女
性
持
ち
上
げ
　俺
下
が
る
　　	

中
山
吉
成	

村
上
重
作
84

手
の
ひ
ら
の
　錠
剤
こ
ぼ
れ
　四
つ
ん
這
い
　　	

中
山
吉
成	

小
野
幸
子
84

今
日
あ
す
と
　日
々
不
安
な
り
　ボ
ケ
の
波	

東
勝
山	

佐
々
木
隆
雄
85

男
性
が
　妻
の
Ｄ
Ｖ
で
　家
出
す
る	

中
　　山	

中
沢
常
夫
86

シ
ル
セ
ン
を
　取
り
に
行
く
の
も
　足
な
ら
し
　　	

桜
ヶ
丘	

小
林
須
美
88

身
支
度
は
　後
ろ
前
や
ら
　左
右
　　　	

中
　　江	

木
村
　　忍
89

白
寿
ま
で
　生
き
る
つ
も
り
の
　ス
ク
ワ
ッ
ト	

上
　　杉	

山
田
純
一
91

フ
レ
イ
ル
か
　畳
の
縁
に
　蹴け

つ

ま

づ躓
く	

上
　　杉	

山
田
純
一
91

喪
が
明
け
て
　今
年
は
年
賀
　楽
し
み
ね	

水
の
森	

宇
南
山
礼
子
91

又
ふ
え
た
　フ
レ
イ
ル
と
い
う
　カ
タ
カ
ナ
語	

春
日
町	

篠
原
伸
江
94

キ
キ
マ
ス
よ
　フ
レ
イ
ル
脳
に
　川
柳
が	

春
日
町	

篠
原
伸
江
94

譲
ら
れ
て
　嬉
し
い
け
れ
ど
　チ
ョ
と
寂
し
　　	

鷺
ヶ
森	

氏
家
さ
ゆ
き
94

尿
モ
レ
の
　体
操
忘
れ
　大
慌
て
　	

落
　　合	

髙
橋
ス
マ
ノ
96

結
果
よ
し
　膝
、
腰
、
肩
は
　全
部
ヤ
バ
　　	

花
　　壇	

松
田
瞭
子
96

月
四
回
　頭
の
体
操
　目
が
パ
チ
リ
　	

花
　　壇	

松
田
瞭
子
96

歩
き
方
　忘
れ
た
足
が
　手
に
縋す

が

り	

中
　　山	

山
本
敏
行
97

呼
吸
さ
え
　し
て
り
ゃ
介
護
が
　行
き
届
き	

中
　　山	

山
本
敏
行
97

　
太
　白
　区
　　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　「
標
語
」っ
ぽ
く
な
ら
な
い
よ
う
に

読
め
な
い
な
　や
っ
ぱ
り
メ
ガ
ネ
　も
う
し
て
る	

鈎
取
本
町	

中
村
勇
子
69

フ
レ
イ
ル
は
　予
定
、
用
事
で
　寄
せ
つ
け
ず	

八
木
山
香
澄
町	

久
保
田
悦
司
69

マ
ー
ジ
ャ
ン
で
　鍛
え
な
お
す
よ
　錆
び
た
脳
　	

八
木
山
香
澄
町	

飛
田
秀
雄
70

背
に
腹
を
　か
え
て
み
た
い
な
　筋
ト
レ
で
　　	

リ
ハ
青
山	

上
村
　　栄
70

や
せ
ぬ
な
ら
　肥
え
て
み
せ
よ
う
　雪
だ
る
ま
　　	

リ
ハ
青
山	

上
村
　　栄
70

朝
日
浴
び
　歯
ぶ
ら
し
口
に
　東

ひ
が
し
ま
ど窓

　	

長
　　町	

千
葉
洋
子
71

介
護
予
防
　庭
木
剪
定
　高
望
み	

上
野
山	

片
倉
陽
子
72

体
操
は
　動
作
鈍
い
が
　気
が
早
い	

上
野
山	

片
倉
陽
子
72

こ
だ
わ
り
の
　発
酵
食
品
　元
気
増
し
　	

西
の
平	

日
野
実
千
代
72

薬
用
の
　足
湯
で
温
々
　血
が
巡
る
　	

西
の
平	

日
野
実
千
代
72

坂
の
上
　我
が
家
の
せ
い
だ
　健
康
だ
　	

土
手
内	

保
志
　　豊
72

足
心
　加
齢
に
負
け
な
い
　朝
体
操
　	

郡
　　山	

佐
佐
木
脩
73

遅
く
な
い
　健
康
作
り
　始
め
よ
う
　　　	

山
田
自
由
ヶ
丘	

熊
谷
み
よ
子
74

フ
レ
フ
レ
の
　か
け
声
イ
ル
か
と
　わ
れ
に
問
う
　	

長
　　町	

千
葉
友
幸
74

寒
い
け
ど
　貯
筋
大
事
と
　外
へ
出
る	

山
田
北
前
町	

髙
松
光
子
76

ガ
ン
見
し
て
　鏡
の
自
分
　抹
殺
す
　	

長
　　町	

岡
部
ミ
ナ
子
76

再
生
は
　無
理
　再
利
用
　脳
ト
レ
す
　	

長
　　町	

岡
部
ミ
ナ
子
76

フ
レ
イ
ル
は
　初
耳
や
は
り
　カ
タ
カ
ナ
ぞ
　	

郡
　　山	

渡
辺
不
二
夫
76

リ
メ
イ
ク
で
　新
品
に
な
る
　古
着
か
な
　	

袋
　　原	

角
田
和
子
76

ウ
サ
ギ
さ
ん
　２
０
２
３
年
　負
け
る
な
よ
　	

西
の
平	

山
口
重
子
78

ウ
ソ
で
し
ょ
う
　健
康
づ
く
り
で
　ひ
ざ
に
水	
東
中
田	

國
井
頼
子
79

や
り
過
ぎ
は
　ダ
メ
よ
ダ
メ
ダ
メ
　運
動
も	
東
中
田	

國
井
頼
子
79

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
　ゴ
ー
ル
に
お
酒
　待
っ
て
い
る
　　	

青
　　山	

末
永
　　均
79

贈
り
物
　旧
姓
で
出
し
　大
あ
わ
て
　　　　	

西
の
平	

山
岸
文
子
79

店
先
に
　美
味
し
い
顔
の
　冬
林
檎
　　　　	

鹿
　　野	
鹿
野
恵
子
79

器
具
集
め
　健
康
づ
く
り
　部
屋
せ
ま
し
　　	

緑
ヶ
丘	
小
島
晴
光
80

亡
き
爺
の
　介
護
の
日
々
を
　懐
か
し
む
　　	

茂
庭
台	

高
橋
は
つ
ゑ
80

そ
の
一
歩
　踏
み
出
さ
な
い
と
　二
歩
は
な
い
　　	

四
郎
丸	

横
尾
久
美
子
81

ど
ん
な
理わ

け由
　人
と
の
絆
　捨
て
る
人
　　	

鹿
　　野	

伊
藤
悦
子
81

さ
ん
さ
時
雨
　唄
え
ば
ベ
ッ
ト
で
　手
拍
子
が	

東
中
田	

三
浦
千
司
81

着
衣
増
え
　筋
繊
維
減
る
　寒
さ
か
な	

東
中
田	

三
浦
千
司
81

杖
使
用
　自
由
に
歩
き
　独
立
す
　　	

鹿
　　野	

伊
藤
勝
雄
82

つ
ま
づ
い
て
　フ
レ
イ
ル
自
覚
　元
気
だ
せ
　	

茂
　　庭	

鹿
又
和
子
82

聞
い
た
の
ヨ
　美
人
薄
命
　わ
て
安
ど
　　	

あ
す
と
長
町	

鈴
木
和
子
81

ピ
ン
ポ
ン
も
　月
に
２
回
が
　ち
ょ
う
ど
い
い
　	

ひ
よ
り
台	

佐
々
木
利
明
82

妻
病
気
　全
治
願
っ
て
　銘
酒
の
む
　	

ひ
よ
り
台	

佐
々
木
利
明
82

ペ
ン
に
ぎ
り
　来
年
こ
そ
と
　ま
た
書
い
て	

東
中
田	

菊
地
八
千
代
83

老
犬
と
　互
い
に
励
む
　健
康
に	

鹿
　　野	

石
川
美
代
子
83

婆
さ
ん
の
　介
護
　素
直
で
　惚
れ
直
し	

緑
ヶ
丘	

佐
々
木
久
義
83

地
下
鉄
は
　階
段
歩
き
　決
め
て
い
る	

八
本
松	

南
　　雅
子
83

家
よ
り
か
　施
設
が
良
い
と
　思
う
歳	

山
田
北
前
町	

高
橋
祐
子
84

仕
事
よ
り
　健
康
づ
く
り
　多
忙
な
る	

芦
の
口	

石
山
寅
次
郎
84

孫
千
円
　犬
の
カ
ッ
ト
は
　八
千
円	

東
中
田	

横
尾
千
枝
子
85

省
エ
ネ
だ
！
　あ
る
も
の
重
ね
着
　が
ま
ん
が
ま
ん	

芦
の
口	

加
藤
宏
子
85

デ
イ
仲
間
　無
心
に
励
む
　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
　　　　	リ
ハ
青
山	

千
葉
家
壽
子
86

デ
イ
楽
し
　体
操
お
風
呂
　脳
ト
レ
ー
　　　　	

リ
ハ
青
山	

千
葉
家
壽
子
86

10
キ
ロ
米ま

い

　爺
が
担
い
だ
　凄
い
ジ
ャ
ン
！
　	

泉
　　崎	

遠
藤
英
子
86

「
フ
レ
イ
ル
」に
　な
ぜ
か
花
園
　目
に
浮
か
び
　	

泉
　　崎	

遠
藤
英
子
86

話
し
合
い
　盆
正
月
の
　行
き
来
止
め	

袋
　　原	

佐
藤
文
子
86

介
護
士
に
　嫁
に
話
せ
ぬ
　こ
と
話
し
　	

あ
す
と
長
町	

大
友
寛
子
86

ま
っ
す
ぐ
に
　生
き
て
来
た
の
に
　腰
曲
が
り
　	

あ
す
と
長
町	

大
友
寛
子
86

痩
せ
こ
け
た
　サ
ン
マ
に
オ
ロ
シ
　て
ん
こ
盛
り	

富
沢
南	

扇
　　光
男
89

ク
リ
ス
マ
ス
　「
苦
し
み
ま
す
」よ
　物
価
高	

富
沢
南	

扇
　　光
男
89

店
内
は
　高
騰
値
札
　花
盛
り
　　	

あ
す
と
長
町	

荒
木
　　清
90

コ
ロ
ナ
怖
い
　い
く
じ
の
な
い
　独
り
者
　　	

茂
庭
台	

菅
野
宏
司
90

ピ
チ
ピ
チ
が
　風
雪
耐
え
て
　干
し
柿
に
　　	

あ
す
と
長
町	

天
野
ハ
ル
90

黒ベ

レ

ー

ボ

ー

帽
子
　間
違
え
ら
れ
た
　爺
ち
ゃ
ん
に
　	

あ
す
と
長
町	

天
野
ハ
ル
90

私
あ
り
　重
な
る
年と

し齢
は
　気
に
せ
ず
に
　　　　	

リ
ハ
青
山	

菅
井
安
子
91

お
出
か
け
は
　五
千
歩
ク
リ
ア
　意
識
し
て
　　	

リ
ハ
青
山	

菅
井
安
子
91

ド
ッ
コ
イ
シ
ョ
　掛
け
声
か
け
れ
ば
　ち
ょ
い
楽
だ	

緑
ヶ
丘	

白
取
悦
子
91

齢
き
か
れ
　嬉
し
恥
ず
か
し
　米
寿
す
ぎ	

あ
す
と
長
町	

阿
部
禮
子
91

紅も

み

じ葉
の
木
　ま
た
逢
い
に
来
て
と
　枝
動
く	

あ
す
と
長
町	

阿
部
禮
子
91

も
う
少
し
　生
き
て
み
よ
う
か
　ハ
ガ
キ
買
う	

袋
　　原	

及
川
和
雄
93

今
日
も
又
　欠
伸
三
つ
で
　日
が
暮
れ
る	

鈎
　　取	

中
村
佐
江
子
93

「
健
康
」と
　い
う
生
き
物
を
　養
育
中	

長
　　町	

千
石
　　巌
93

ひ
っ
そ
り
と
　逢
っ
て
こ
そ
こ
そ
　バ
バ
軍
団
　	

鹿
　　野	

岩
見
弥
生
94

し
わ
一
本
　の
ぞ
い
て
自
画
像
　で
き
あ
が
る	

太
長
会
リ
ハ	

久
慈
レ
イ
95

　
宮
　城
　野
　区
　　　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　み
ん
な
が
思
い
つ
か
な
い
発
想
で

自
己
流
　こ
れ
で
い
い
の
だ
　バ
カ
ボ
ン
と
　	

鶴
ヶ
谷
東	

横
田
春
治
70

起
き
て
み
な
　寝
て
ち
ゃ
隠
れ
る
　ポ
コ
お
な
か	

五
　　橋	

長
谷
川
義
昭
72

困
難
は
　幸
福
ま
で
の
　リ
ハ
ビ
リ
で
す	

苦
　　竹	

佐
藤
よ
し
み
74

ペ
ン
握
り
　字
忘
れ
防
止
　書
き
ま
く
る
　	

萩
野
町	

齋
藤
由
紀
子
74

筋
肉
は
　何
処
に
行
っ
た
か
　逃
亡
者	

大
　　梶	

佐
藤
信
夫
74

マ
ラ
ソ
ン
を
　見
て
る
だ
け
で
も
　運
動
だ	

五
　　輪	

長
谷
川
誠
子
74

張
り
切
っ
て
　靴
購
入
も
　冬
眠
中	

五
　　輪	

長
谷
川
誠
子
74

バ
バ
に
世
話
　か
け
ず
と
一
人
　筋
ト
レ
す
　　	

鶴
ヶ
谷
東	

澁
谷
　　堯
76

心
よ
り
　互
い
に
労
る
　老
夫
婦
　　	

燕
　　沢	

佐
藤
敏
子
77

合
格
よ
　フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
　去
年
ま
で	

宮
千
代	

結
城
勝
子
78

散
策
の
　私
と
愛
犬
　名
コ
ン
ビ	

田
子
西	

安
藤
恵
子
78

落
葉
と
の
　格
闘
終
え
て
　朝
げ
と
る	

幸
　　町	

渡
辺
暢
久
80

若
見
え
は
　化
粧
じ
ゃ
な
い
よ
　背
筋
だ
よ	

鶴
ヶ
谷	

鈴
木
文
子
81

触
れ
入
る

4

4

4

4

も
　と
う
に
老
々
　腰
取
ら
れ	

鶴
ヶ
谷	

菅
原
角
一
81

ほ
っ
と
す
る
　炬
燵
に
入
れ
ば
　我
が
天
下
　　	

東
仙
台	

勝
又
千
恵
子
81

寂
し
い
と
　素
直
に
い
え
た
　七
回
忌
　　	

東
仙
台	

勝
又
千
恵
子
81

右
、
左
　信
号
待
ち
で
　フ
レ
イ
ル
す
　	

榴
　　岡	

新
田
み
ち
子
81

生
き
生
き
と
　歩
く
同
年
　追
う
私	

岩
　　切	

村
上
泰
子
82

し
か
め
面
　益
々
ぼ
け
る
よ
　い
ら
立
ち
は	

鶴
ヶ
谷	

岡
本
頴
子
83

ズ
ッ
ク
履
き
　毎
日
リ
ズ
ム
　ウ
オ
ー
キ
ン
グ	

大
　　梶	

新
井
和
子
83

世
界
中
　今
の
現
実
　夢
だ
ら
な
　	

安
養
寺	

今
野
二
男
83

朝
起
き
て
　ま
ず
は
日
付
を
　口
に
す
る
　	

榴
　　岡	

西
川
宜
孝
83

こ

　　　　Ｑ1

シ
ル
バー
川
柳

笑
い
あ
り
涙
あ
り

今
月
の
課
題	

健
康
づ
く
り

介
護
予
防
・
フ
レ
イ
ル

投
稿
総
数
２
３
８
通
　
編
集
室
選

　締切 1月10日 （消印有効）※お手紙＆作品も

①
お
元
気
過
ぎ
る
ご
主
人
を
心
配
し
て
の
一
言
。
意
外
な「
フ
レ
イ
ル
」と
い
う
言
葉
の
使
い
方
で
す
が
、そ
れ
だ
け
認
知
が
進
ん
で
い
る
証
拠
？

②
親
に
し
て
も
ら
っ
て
い
る
よ
う
に
、
祖
母
を
気
遣
う
小
さ
な
手
と
声
。
膝
痛
が
魔
法
の
よ
う
に
消
え
て
。
③
極
限
の
ス
リ
ル
を
あ
た
か
も
楽

し
ん
で
い
る
か
の
よ
う
。
そ
れ
も
長
寿
の
秘
訣
か
な
。
④
距
離
を
感
じ
て
い
た
日
々
が
嘘
の
よ
う
。
い
ざ
と
な
れ
ば
、こ
う
で
あ
っ
て
欲
し
い
…
。

		

［
秀
作
］

「アンケート」にもご協力ください。

年末年始

次の課題

※投句は課題、自由、どちらでも結構です。

義務では
ありません。

もしも残された人生があと数日
だったら、何をしたいですか？

たとえば、○○に会う、感謝の気持を伝える、
○○を伝える、○○を買う、○○を食べる、
旅行に出かける、見たい映画を観る、本を読む、
お金をいっぱい使う（何に？）、寄付をする、
文章にして思いを残す、○○の手続きをする、
○○を処分、デジタルデータを消す、お墓参り、
初恋（元彼・彼女）の人に会いに行く、等々

［
特
選
］

 

フ
レ
イ
ル
と
　縁
が
な
い
わ
ね
　バ
バ 

チ
ク
リ
　　友
愛
町
　　浅
利
勝
志
84

初めての方もご遠慮なく!!
（参加資格：６０歳以上  ・  投句料：無料）

ハガキに５句まで書いてお送り下さい。

氏名は本名で ※ペンネームは原則掲載不可

年齢・住所・電話番号・アンケートの
回答（任意）を明記。※難しい字にはフリガナを

性別が分かりにくいお名前の方は性別もご記入を。

※投稿された川柳の著作権は発行元に帰属します。
（クオカードのプレゼントは終了しました）

【個人情報の取扱について】　読者の皆様の個人情報は当社が責任を持って
管理いたします。尚、プレゼント商品の発送のために、商品提供社へ開示する
ことがございますのでご了承ください。第三者に開示することはございません。



令和 5年 1月号（7）

爺
婆
の
　つ
と
め
は
仲
間
と
　い
き
い
き
と
　	

榴
　　岡	

西
川
宜
孝
83

夫
婦
愛
　健
康
づ
く
り
も
　そ
の
一
つ	

苦
　　竹	

吉
田
征
四
郎
84

楽
し
く
ね
　フ
レ
イ
ル
カ
ッ
プ
　歩
き
友
　	

福
　　室	

阿
部
栄
一
84

八
十
路
過
ぎ
　頭ず

足
鍛
え
　が
ん
ば
る
ぞ
　	

福
　　室	

阿
部
栄
一
84

白
髪
染
　染
め
て
も
す
ぐ
に
　真
っ
白
け	

鶴
ヶ
谷	

金
田
綾
子
85

草
取
り
の
　日
光
浴
が
　健
康
法	

原
　　町	

今
部
治
朗
85

バ
ラ
ラ
イ
カ
　腹
か
ら
大
声
　出
し
て
く
る	

原
　　町	

今
部
治
朗
85

要
支
援
　要
介
護
者
を
　介
護
す
る
　	

苦
　　竹	

太
田
一
義
85

冷
水
で
　鍛
え
る
人
は
　も
う
い
な
い
　	

苦
　　竹	

太
田
一
義
85

防
ぎ
た
い
　脳
フ
レ
イ
ル
を
　川
柳
で	

二
の
森	

石
川
勢
津
子
85

朝
目
ざ
め
　グ
ー
チ
ョ
キ
パ
ー
で
　発
進
す	

白
　　鳥	

大
岩
京
子
86

明
日
が
あ
る
　痛
い
　心
配
　あ
る
け
れ
ど	

鶴
ヶ
谷	

村
井
冨
美
子
86

引
き
幕
は
　笑
顔
　感
謝
の
　夢
舞
台	

鶴
ヶ
谷	

村
井
冨
美
子
86

リ
ッ
ク
背
負
い
　歩
く
幸
せ
　か
み
し
め
る	

平
　　成	

佐
瀬
　　嵩
86

喜
寿
過
ぎ
て
　フ
レ
イ
ル
指
折
　妻
健
気	

幸
　　町	

齋
藤
美
江
89

フ
レ
イ
ル
は
　ゴ
ル
フ
の
ス
コ
ア
　独
り
酔
う	

幸
　　町	

齋
藤
美
江
89

友
の
句
を
　元
気
な
便
り
と
　読
み
返
し	
清
水
沼	

浜
野
享
吾
89

死
の
世
界
　ち
ょ
っ
と
見
せ
ら
れ
　帰
さ
れ
る
　	
福
　　室	

芳
賀
昭
子
91

自
分
流
　よ
く
寝
　よ
く
食
べ
　よ
く
動
く	

大
　　梶	

上
杉
義
弘
92

　
若
　林
　区
　　　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　「
五
・
七
・
五
」の
リ
ズ
ム
を
目
指
す

誰
の
手
も
　借
り
ぬ
と
言
っ
て
　手
を
伸
ば
し	

五
十
人
町	
大
森
　　晃
65

ヒ
ザ
だ
め
で
　目
も
歯
も
だ
め
で
　何
残
る	

遠
見
塚	

白
鳥
三
代
子
68

物
価
高
　値
下
げ
出
来
ぬ
か
　お
年
玉	

南
石
切
町	

東
海
林
芳
男
68

初
春
に
　古
希
に
な
る
我
　恵
比
寿
顔	

南
小
泉	

文
屋
文
江
69

ジ
ム
通
い
　筋
肉
復
活
　老お

い

防
止	

河
原
町	

木
村
尚
美
71

まス

タ

ン

プ

ラ

リ

ー

ち
い
こ
の
　ス
タ
ン
プ
ゲ
ッ
ト
　日
々
奔
走
　	

上
飯
田	

佐
藤
則
子
71

ラ
ジ
オ
体
操
　だ
け
で
も
ダ
ウ
ン
　ど
な
い
し
ょ
？	

上
飯
田	

鈴
木
ひ
ろ
子
72

合
言
葉
　友
と
交
わ
す
は
　元
気
で
と
　　	

若
　　林	

井
上
正
子
74

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
　健
康
づ
く
り
　か
く
し
味
　　	

遠
見
塚	

石
垣
友
秀
74

定
年
後
も
　満
員
バ
ス
で
　力
つ
け
　　	

沖
　　野	

秋
葉
秀
雄
75

布
団
干
し
　今
夜
は
旅
の
　夢
を
み
る	

若
　　林	

三
浦
多
か
子
77

フ
レ
イ
ル
の
　意
味
を
調
べ
て
　「
俺
だ
っ
ち
ゃ
」	

河
原
町	

大
橋
庸
晃
77

体
幹
と
　風
と
競
争
　冬
の
道
　	

荒
　　井	

清
野
聡
子
79

食
べ
れ
な
い
　風
船
み
た
い
な
　胃
が
ほ
し
い
　	

荒
　　井	

清
野
聡
子
79

今
日
も
無
事
　ラ
ジ
オ
体
操
　目
を
こ
す
り	

若
　　林	

小
野
さ
つ
き
79

孫
踊
る
　ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
　真
似
て
み
る	

文
化
町	

佐
藤
洋
子
79

健
康
さ
　ア
リ
ガ
ト
ウ
だ
ね
　テ
ニ
ス
友
　　　	

な
な
い
ろ
の
里	

安
達
　　董
81

鍵
し
め
て
　ど
こ
へ
行
こ
う
か
　風
に
聴
く	

若
　　林	

柏
崎
英
子
82

八
十
の
　壁
を
越
え
て
も
　壁
ば
か
り	

若
　　林	

柏
崎
英
子
82

ミ
ニ
散
歩
　お
ち
ば
拾
っ
て
　ゴ
ー
ル
イ
ン	

若
　　林	

佐
藤
紀
子
82

マ
ン
ホ
ー
ル
　杖
で
コ
ン
ゴ
ン
　「
こ
ん
に
ち
は
」	

若
　　林	

佐
藤
紀
子
82

ジ
ェ
イ
ポ
ッ
プ
　ふ
ら
つ
い
て
る
よ
　お
じ
い
ち
ゃ
ん
　	

文
化
町	

佐
藤
哲
造
83

自
己
満
の
　十
七
文
字
に
　惚
け
逃
げ
る
　　	

沖
　　野	

矢
口
敬
治
84

シ
ニ
ア
期
の
　か
ら
だ
イ
キ
イ
キ
　知
恵
と
汗
　　	

沖
　　野	

林
　　忠
夫
85

マ
ス
ク
顔
　寝
坊
俗
に
は
　救
い
の
カ
ミ
　　	

六
丁
の
目	

久
光
哲
朗
85

婆
ち
ゃ
ん
の
　元
気
の
秘
訣
　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　	

か
す
み
町	

専
徒
直
子
85

今
日
一ひ

と

ひ日
　元
気
に
感
謝
　ヨ
ガ
で
締
め
　	

か
す
み
町	

専
徒
直
子
85

山
伏
の
　ホ
ラ
貝
身
に
凍
む
　冬
が
来
た
　　	

文
化
町	

齊
藤
ユ
リ
子
85

笑
顔
し
て
　食
べ
て
よ
く
寝
る
　自
然
体
　	

荒
井
東	

庄
司
宗
吉
87

週
一
の
　筋
ト
レ
　コ
ミ
セ
ン
　楽
し
友
　	

南
小
泉	

山
岡
京
子
88

花
を
買
う
　誰
も
や
さ
し
い
　顔
に
な
る
　	

南
小
泉	

佐
藤
満
喜
子
89

地
球
儀
を
　丸
ご
と
拭
き
ぬ
　十
二
月
　　	

文
化
町	

高
橋
知
杏
93

薄
味
に
　慣
れ
て
長
寿
へ
　席
を
詰
め
　　	

文
化
町	

狗
飼
艶
子
94

会
う
度
に
　生
き
と
っ
た
か
と
　笑
う
友	

大
和
町	

志
鎌
清
治
96

　
泉
　　　　区
　　　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　言
葉
を
吟
味
し
、
作
品
に
キ
レ
味
を

歩
き
な
さ
い
　わ
か
っ
ち
ゃ
い
る
が
　つ
い
車	

北
中
山	

今
野
弥
生
66

無
力
感
　タ
ニ
タ
計
に
は
　重
力
感	

明
石
南	

佐
藤
昭
子
70

人
生
の
　第
三
楽
章
　ア
ン
ダ
ン
テ	

長
命
ヶ
丘	

阿
部
律
子
70

過
去
は
絵
巻
　未さ

き来
は
方
程
式
　解
く
如
く	

長
命
ヶ
丘	

阿
部
律
子
70

好
き
な
だ
け
　食
べ
て
い
い
よ
と
　夢
の
中	

向
陽
台	

髙
橋
え
み
子
72

欲
し
い
の
は
　旅
行
割
よ
り
　生
活
費
　　	

七
北
田	

阿
部
昌
道
75

ダ
イ
エ
ッ
ト
　犬
と
散
歩
で
　犬
が
痩
せ
　　	

南
光
台
東	

星
　　健
輔
75

仙
台
も
　コ
ロ
ナ
の
お
陰
で
　美
人
増
え
　　	

南
光
台
東	

星
　　健
輔
75

い
ら
っ
し
ゃ
い
　手
招
き
し
て
る
　体
重
計	

将
　　監	

菱
沼
俊
行
76

健
康
は
　日
々
青
春
の
　心
意
気	

将
　　監	

菱
沼
俊
行
76

椅
子
　机
　は
こ
ん
で
ひ
ざ
痛
　無
理
で
し
た	

友
愛
町	

浅
利
桂
子
78

物
干
し
さ
お
　年
々
低
く
　設
定
し	

友
愛
町	

浅
利
桂
子
78

紙
お
む
つ
　試
し
に
履
い
て
　慣
れ
て
お
く	

泉
ヶ
丘	

小
林
　　功
78

お
す
そ
分
け
　ど
ん
ぶ
り
持
参
　昭
和
だ
ね
　　	

黒
　　松	

及
川
光
子
79

風
邪
予
防
　ふ
と
ん
は
厚
く
　温
か
く
　　	

松
　　陵	

髙
橋
勝
見
79

爺
の
趣
味
　貯
金
　貯
筋
で
　キ
ン
三
昧
　	

将
　　監	

庄
子
春
吉
79

ス
キ
ッ
プ
し
　シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
　ポ
ス
ト
イ
ン
　	

長
命
ヶ
丘	

阿
部
　　弘
80

半
月
板
　悲
鳴
を
上
げ
る
　家
遠
し	

歩
坂
町	

今
野
美
智
子
80

島
流
し
？
　デ
ィ
の
席
替
え
　孤
独
で
す
　　	

加
　　茂	

佐
藤
ツ
ネ
子
80

ガ
ラ
ス
越
し
　思
わ
ず
伸
ば
す
　わ
が
背
筋
　	

根
白
石	

佐
藤
富
雄
81

健
康
は
　遠
出
一
番
と
　旅
に
出
る
　	

友
愛
町	

浅
利
勝
志
82

寝
つ
か
れ
ず
　ゴ
ロ
ゴ
ロ
す
る
の
も
　運
動
ね	

将
　　監	

佐
藤
紀
子
82

な
ぁ
バ
ー
バ
　フ
レ
イ
ル
だ
け
は
　な
る
ま
い
ぞ	

南
光
台	

山
口
俊
彦
84

社
説
欄
　読
み
書
き
し
て
る
　ボ
ケ
防
止	

将
　　監	

大
場
　　敬
85

御
留
守
番
　カ
ラ
オ
ケ
三
昧
　声こ

わ

だ

か高
に
　	

虹
の
丘	

渡
邊
美
奈
子
85

婆
フ
ァ
イ
ト
　五
千
歩
目
指
し
　今
日
も
行
く	

虹
の
丘	

渡
邊
美
奈
子
85

介
護
よ
り
　歩
け
歩
け
で
　幸
せ
よ	

南
光
台	

菅
井
栄
子
85

立
つ
前
に
　足
を
ブ
ラ
ブ
ラ
　15
回
　	

友
愛
町	

鈴
木
洋
子
86

出
掛
け
よ
う
　一
日
一
件
　ト
キ
メ
キ
さ
が
し
　　	

旭
丘
堤	

熱
海
三
枝
子
87

餅
抜
き
の
　正
月
来
い
恋
　介
護
の
家
　	

南
光
台	

小
野
寺
仁
87

イ
チ
・
ニ
・
サ
ン
　ラ
ジ
オ
体
操
　ぎ
こ
ち
無
し
　　南
光
台
東	

高
橋
克
郎
88

ピ
ン
ク
色
　バ
バ
も
若
見
え
　マ
ス
ク
顔	

泉
中
央	

斉
藤
恵
美
子
95

バ
ス
化
粧
　ム
ダ
を
塗
る
よ
り
　美
容
外
科
　	

向
陽
台	

宮
坂
　　正
98

想
い
出
は
　数
々
あ
れ
ど
　胸
い
っ
ぱ
い
　　	

南
光
台	

成
田
淑
子
　　

　
宮
城
県（
仙
台
市
を
除
く
）　　　
川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　少
し
時
間
を
置
い
て
か
ら
修
正
す
る

ス
ト
レ
ッ
チ
　ジ
ャ
ン
ボ
買
う
と
き
　や
っ
て
み
る	

多
賀
城
市	

伊
藤
由
美
子
63

健
康
誌
　読
む
暇
あ
れ
ば
　歩
こ
う
よ	

塩
釜
市	

髙
橋
永
喜
67

イ
ワ
シ
缶
　ラ
ジ
オ
体
操
　わ
が
命	

大
崎
市	

阿
部
澄
江
68

減
塩
に
　睨
ま
れ
す
す
る
　お
味
噌
汁	

大
崎
市	

堀
越
由
紀
子
69

悟
る
よ
り
　迎
え
討
つ
べ
し
　フ
レ
イ
ル
は	

大
崎
市	

堀
越
由
紀
子
69

デ
イ
の
日
が
　誕
生
日
　皆
　祝
っ
て
く
れ
た
　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

千
葉
幸
規
70

立
ち
上
が
り
　腰
・
膝
き
し
む
　フ
レ
イ
ル
Ｎノ

ーＯ
　	

柴
田
町	

村
上
し
づ
え
72

嫁
姑
　ス
ク
ラ
ム
組
ん
で
　介
護
予
防	
白
石
市	

星
　　　　明
73

外
国
の
　俳
優
み
た
い
　俺
フ
レ
イ
ル	
大
衡
村	

瀬
戸
睦
子
74

減
塩
に
　慣
れ
て
外
食
　塩
っ
ぱ
す
ぎ	

大
衡
村	

瀬
戸
睦
子
74

く
す
り
よ
り
　き
く
の
あ
な
た
の
　介
護
で
す
　	

岩
沼
市	
小
野
寺
み
つ
子
75

月
末
や
　無
き
ぞ
悲
し
き
　硬
貨
ジ
ャ
ラ
　　　　　　　	

多
賀
城
市	
菅
野
孝
司
75

「
あ
い
う
べ
体
操
」　老
人
会
の
　合
言
葉
　　　　　　　	

富
谷
市	
鈴
木
宏
子
75

オ
ハ
ヨ
ー
さ
ん
　ラ
ジ
オ
体
操
　垣
根
越
し
　　　	

富
谷
市	

加
藤
俊
雄
76

友
だ
ち
と
　始
め
た
塗
り
絵
　ほ
め
あ
い
っ
こ	

富
谷
市	

菅
原
育
子
76

握
手
し
て
　孫
の
手
　大
き
く
　感
じ
ら
れ	

村
田
町	

小
関
美
枝
子
77

母
見
習
い
　可
愛
い
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
　目
指
し
て
る	

村
田
町	

小
関
美
枝
子
77

三
桁
母
　わ
が
ま
ま
気
ま
ま
　元
気
す
ぎ	

大
河
原
町	

鈴
木
昌
子
78

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
　脚
鍛
え
つ
つ
　作
つ
く
り	

多
賀
城
市	

佐
々
木
眞
智
子
78

器
具
買
う
も
　埃
ま
み
れ
で
　部
屋
の
隅	

七
ヶ
浜
町	

佐
々
木
稔
79

ど
っ
こ
い
し
ょ
　立
っ
て
み
た
け
ど
　歩
け
な
い
　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

松
浦
し
づ
子
81

妻
入
院
　白
衣
の
天
使
　我わ

れ

た
す
け
　　　　　　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

三
浦
敏
郎
81

八
十
路
過
ぎ
　寺
の
階
段
　ち
と
辛
し	

村
田
町	

小
関
　　恭
82

よ
ろ
め
き
か
　踊
っ
て
い
る
の
か
　祭
り
の
輪	

村
田
町	

小
関
　　恭
82

お
し
ゃ
べ
り
で
　喉
と
脳
の
　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
　	

名
取
市	

坂
部
宏
子
82

汗
か
い
て
　野
菜
摘
む
の
は
　心
地
良
い
　　　　　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

菅
野
悦
子
84

七
福
の
　ハ
ヤ
シ
　テ
ー
プ
に
　フ
ラ
ダ
ン
ス
　　	

村
田
町	

小
原
秋
子
85

買
物
は
　歩
行
優
先
　店
め
ぐ
り	

富
谷
市	

髙
橋
義
雄
85

こ
の
色
も
　あ
の
色
も
好
き
　秋
桜
　　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

梅
田
真
繁
86

恋
敵
　老
い
て
長
寿
を
　競
う
仲	

富
谷
市	

門
馬
　　旭
89

リ
ハ
ビ
リ
に
　頑
張
っ
た
一
年
　あ
り
が
と
う
　	

大
衡
村	

氏
家
二
郎
90

　
宮
城
県
以
外
　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　作
品
に
課
題
の
言
葉
を
入
れ
な
い
工
夫
を

孫
の
世
話
　し
て
も
娘
の
　世
話
な
ら
ず
　	

長
崎
県
諫
早
市	

本
田
哲
祥
62

命
が
け
　今
日
一
日
を
　生
き
て
み
る
　	

茨
城
県
古
河
市	

櫻
井
康
雄
68

よ
く
寝
る
と
　好
奇
心
ま
で
　目
を
覚
ま
す
　	

茨
城
県
古
河
市	

櫻
井
康
雄
68

孫
に
夢
中
　息
子
と
俺
を
　妻
は
消
し	

長
崎
市	

中
田
利
幸
70

退
職
し
　毎
朝
の
ぞ
く
　妻
の
顔	

長
崎
市	

中
田
利
幸
70

人
生
の
　問
題
集
に
　答
え
合
わ
せ
な
し
　	

岡
山
県
岡
山
市		

波
多
野
旬
子
71

コ
ロ
ナ
禍
で
　母
家
に
こ
も
れ
ば
　転
倒
禍
　	

岡
山
県
岡
山
市		

波
多
野
旬
子
71

退
屈
に
　慣
れ
て
退
屈
　縁
が
切
れ
　　	

千
葉
県
印
西
市	

山
田
　　明
72

呆
け
る
な
と
　脳
が
激
し
い
　夢
を
見
せ
　　	

千
葉
県
印
西
市	

山
田
　　明
72

洩
ら
し
そ
う
　シ
ッ
コ
猶ゆ

う

よ予
の
　道
険
し
　　	

北
九
州
市	

川
添
雅
子
73

爺
さ
ん
と
　子
供
返
り
の
　手
を
結
ぶ
　　	

北
九
州
市	

川
添
雅
子
73

大
を
成
す
　つ
も
り
が
今
朝
も
　小
止
ま
り	

北
九
州
市	

川
添
賢
次
74

も
う
い
く
つ
　寝
る
と
老
い
ら
も
　お
星
さ
ま	

北
九
州
市	

川
添
賢
次
74

皇
居
前
　排
ガ
ス
の
中
　ラ
ン
ニ
ン
グ
　　	

東
京
都	

藤
田
　　孝
76

う
る
さ
さ
や
　脳
に
染
み
入
る
　妻
の
グ
チ
　　	

カ
ナ
ダ	

ト
ロ
ン
ト	

狩
野
牧
男
83

夫
婦
愛
　誇
示
し
て
唄
う
　二
輪
草
　　　	

カ
ナ
ダ	

ト
ロ
ン
ト	

狩
野
や
す
子
83

よ
う
生
き
た
　今
年
の
元
気
　来
年
も
　	

大
阪
府
茨
木
市	

大
須
賀
博
90

大
掃
除
　先
ず
妻
の
腹
　拭
き
掃
除
　	

大
阪
府
茨
木
市	

大
須
賀
博
90

長
生
き
し
　蓄
え
全
て
　底
を
つ
く
　　	

大
阪
府
豊
中
市	

吉
田
千
秋
91

あ
り
が
と
う
　曾
孫
ふ
た
り
の
　プ
レ
ゼ
ン
ト	

千
葉
県
松
戸
市		

木
下
昭
二
95

デ
イ
で
リ
ハ
　家
に
帰
れ
ば
　バ
タ
ン
キ
ュ
ー
　	

岡
山
県
岡
山
市		

波
多
野
安
子
97

スポンサーの皆様、広告のご掲載、ありがとうございました。
読者の皆様、ぜひ広告欄もご活用くださいませ。

シルバーネットの発行に伴う経費は
広告掲載料と寄付金で賄っております。

振込先：ゆうちょ銀行 02200-1-41603 みやぎシルバーネット

次の方々からご寄付をいただきました。
ありがとうございます。

青葉の三人娘様、青葉の卆寿婆様、久慈レイ様
阪本昭憲様、大友敏子様、岩見弥生様、中村佐江子様
高橋スマノ様、高橋知杏様、Ｆ・Ｙ様、Ｙ・Ｈ様

《
ち
ば
編
集
長
よ
り
》

▼
新
年
１
月
号
、
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ

う
か
。
１
面
の
お
二
方
も
長
年
ご
愛
読
い

た
だ
い
て
い
る
方
々
で
す
が
、
エ
ッ
セ
イ
、

絵
手
紙
、
川
柳
と
読
者
の
皆
様
の
〝
情
熱
〟

に
よ
っ
て
紙
面
は
成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
刷
り
上
が
っ
た
紙
面
を
ご
近
所
や

友
だ
ち
に
お
配
り
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
も

た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い
年
も

皆
様
の
ご
期
待
に
添
え
る
よ
う
、
発
行
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
ラ
ジ
オ
出
演
も
５
年
目
と
な
り
、「
聞
い

て
い
ま
す
」と
言
わ
れ
た
り
、
声
だ
け
で「
ラ

ジ
オ
で
話
し
て
い
る
方
？
」と
バ
レ
て
し

ま
う
こ
と
も
増
え
て
き
て
お
り
ま
す（
笑
）。

▼
川
柳
の
書
籍
も
刊
行
10
周
年
を
迎
え
ま

す
。
紙
面
も
ラ
ジ
オ
も
本
も
、
ど
う
ぞ
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
お
詫
び
】12
月
号
の
妙
蓮
寺
様
の

連
載
コ
ラ
ム
が
、
11
月
号
と
同
じ

内
容
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
お
詫

び
し
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。



令和 5年 1月号[仙台圏で月末に発行]

相
談
者
　
亡
く
な
っ
た
父
の
遺

品
を
整
理
し
て
い
た
ら
、
私

名
義
の
通
帳
と
ハ
ン
コ
が
出

て
き
た
の
で
す
が
、
相
続
税

に
影
響
あ
り
ま
す
か
？

佐
藤
　
相
続
税
に
影
響
し
ま

す
。
亡
く
な
っ
た
父
以
外
の
名

義
の
通
帳
に
預
金
し
て
い
た
と

い
う
事
は
、
実
質
的
に
父
の
財

産
と
判
断
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を

「
名
義
預
金
」と
言
い
ま
す
。

相
談
者
　
通
帳
に
は
、
年
間

１
１
０
万
円
ず
つ
入
金
さ
れ

て
い
ま
す
。
年
間
１
１
０
万
円

な
ら
ば
非
課
税
に
な
る
と
聞

い
た
事
が
あ
る
の
で
す
が
？

佐
藤
　
贈
与
税
の
取
り
扱

い
の
こ
と
で
す
ね
。
年
間

１
１
０
万
円
ま
で
の
贈
与
は

贈
与
税
が
非
課
税
で
す
。
ま

た
、
適
法
な
贈
与
に
よ
り
受

け
取
っ
た
も
の
だ
と
す
れ
ば
、

相
続
税
の
取
り
扱
い
に
お
い

て
、
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た

日
か
ら
過
去
３
年
以
内
の
贈

与
は
相
続
財
産
に
加
算
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

相
談
者
　
１
１
０
万
円
の
入
金

は
７
年
前
で
止
ま
っ
て
お
り
、

そ
の
後
は
利
息
だ
け
が
入
金

さ
れ
て
い
ま
す
。
３
年
以
内

で
は
な
い
の
で
、
贈
与
税
も

相
続
税
も
か
か
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

佐
藤
　
相
続
税
が
か
か
り
ま

す
。
相
談
者
様
は
、
相
続
発

生
後
に
そ
の
通
帳
の
存
在
を

知
っ
た
の
で
、
贈
与
が
適
法

に
行
わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

単
に
お
父
様
が
積
み
立
て
た

通
帳
を
相
続
で
取
得
し
た
こ

と
と
同
様
の
取
り
扱
い
で
す
。

活終
通信
第30回

代
表
税
理
士

行
政
書
士

（
　　　　　　　  

）

仙
台
相
続
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
所
長
　　佐
藤
智
春

仙
台
三
越
で
相
続
サ
ロ
ン
開
催
中

相
続
発
生
し
て
い
る
方

60
分
相
談
無
料

☎
０
２
２（
７
９
６
）５
８
０
５

仙
台
相
続
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

相
続
専
門
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
！

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

相
談
者
　
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば

宜
し
い
で
し
ょ
う
か
？

佐
藤
　
そ
の
預
金
の
成
り
立

ち
に
よ
っ
て
は
、
相
続
税
の

課
税
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー

が
相
続
税
申
告
を
承
る
と
き

は
、
詳
細
な
状
況
把
握
に
よ

り
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
か
ら
相

続
税
の
取
り
扱
い
を
整
理
し

ま
す
。「
名
義
預
金
＝
相
続
財

産
」と
な
ら
な
い
可
能
性
も
検

証
し
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
、

ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

名
義
預
金
に
つ
い
て

●
カ
ニ
な
ど
の
海
産
物
の
勧
誘

電
話
を
受
け
、
強
引
に
契
約
を

さ
せ
ら
れ
た
、
断
っ
た
の
に
商
品
が
届
い
た
、

キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
い
の
に
業
者
と
連
絡
が
取
れ

な
い
、
家
族
が
注
文
し
た
と
思
い
返
事
を
し
て

し
ま
っ
た
、な
ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
家
族
が
注
文
し
た
か
不
明
な
場
合
は
、
本
人

に
確
認
し
て
か
ら
返
事
を
す
る
な
ど
、
即
答
せ

ず
に
冷
静
に
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
電
話
で
の
勧
誘
を
受
け
て
契
約
し
た
場
合

は
、
８
日
以
内
な
ら

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

が
で
き
ま
す
。

●
業
者
と
連
絡
が
取

れ
な
い
な
ど
、
不
安

な
と
き
、
困
っ
た
と

き
は
、
お
早
め
に
仙

台
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

ア
ド
バ
イ
ス

  

自
分
の

留

守

中

に

自

宅

へ
海
産
物
販
売
業

者
か
ら
電
話
が
あ

り
、
妻
が
出
た
。
業
者
は
自
分

の
住
所
と
名
前
を
知
っ
て
お
り
、

「
以
前
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
で
海
産

物
を
注
文
し
た
人
へ
連
絡
し
て

い
る
。
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
を
６
日
後

に
代
引
き
で
送
る
」
と
言
わ
れ
、

妻
は
事
情
が
わ
か
ら
ず
承
知
し

た
と
い
う
。
帰
宅
後
に
妻
か
ら

話
を
聞
き
、
電
話
の
着
信
履
歴

に
残
っ
て
い
た
番
号
へ
電
話
し
、

「
注
文
を
取
り
消
し
た
い
」
と
伝

え
た
と
こ
ろ
了
承
さ
れ
た
。
キ
ャ

ン
セ
ル
で
き
た
か
不
安
だ
。

（
60
歳
代
　
男
性
）

☎（268）7867

所 在 地／ 141ビル（三越定禅寺通り館）５Ｆ

な や む な

い や や

ＦＡＸ （268）8309

一人で悩まず、早めに相談を…

（または、局番なし「１８８」）

仙台市消費生活センター

カ
ニ
の
勧
誘
電
話
に
ご
用
心

相
談

事
例
相
談

事
例

防犯・詐欺・悪質商法等に
関する相談もお気軽に！

県警県警のの相談専用電話相談専用電話
　☎（266）9110
　♯9110（プッシュホン回線の場合）

取材協力：宮城県警生活安全企画課

件　数

前年比

被害金額

前年比

３０１

約４億７，７０４

＋６２

＋約１億５　

件

万円

件

万円

令和４年 県内の特殊詐欺
   11月末現在

　あけましておめでとうございます。本年も宮城県警察

では、安全安心な地域社会の実現のため、各種活動を実

施していきますので御協力をお願いいたします。

　昨年の犯罪情勢は、11月末時点で窃盗や暴行等の刑法

犯認知件数が前年同期と比較し若干増加しました。主な

増加手口は自転車泥棒や空き巣などの盗難で、自転車に

鍵をかけなかったり、自宅の鍵をかけていなかった場合、

鍵をかけていた時に比べ被害に遭う割合が高くなってい

ます。盗難に遭わないために、しっかり“鍵かけ”をし

ましょう。

　また、特殊詐欺被害も令和4年11月末時点で前年1年間

の被害の件数及び金額を超えています。電話で息子など

を名乗るオレオレ詐欺や、メールでＮＴＴなど実在の会

社名を名乗り、未納料金があるなどと架空の請求にだま

される被害が増加しました。

　詐欺は、自分ではだまされないと思っていても被害に

遭ってしまいます。詐欺被害に遭わないために、こまめ

に家族や友人・知人間で詐欺の話題を出し、お互いに“声

かけ”をしましょう。盗難や詐欺などの被害に遭わないための防犯活動や事件解決のた

めには、地域住民の方からの情報提供が重要です。不審者を見かけた場合や特殊詐欺

の予兆電話がかかってきた場合は、警察への情報提供“電話かけ”をお願いします。

  特殊詐欺川柳  入選句　　

　　コロナ禍は　家族連絡　密がいい　　長崎県諫早市　本田哲祥

防犯は、“鍵かけ・声かけ・電話かけ”

本ほ
ん
た
い
せ
い
し
ん
せ
ん

態
性
振
戦
と
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の「
ふ
る
え
の
治
療
」

注
目
の
先
進
医
療

い
と
い
う
の
が
最
大
の
特
徴
で

す
。（
保
険
適
用
治
療
）「
Ｆ
Ｕ

Ｓ
」
の
治
療
開
始
か
ら
２
年
余

り
経
過
し
、
多
く
の
患
者
様
に

そ
の
治
療
効
果
を
実
感
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ふ
る
え

で
文
字
が
書
け
な
い
、
コ
ッ
プ

で
水
を
飲
む
と
き
に
ふ
る
え

る
、
な
ど
、
日
常
生
活
で
ふ
る

え
の
症
状
で
お
困
り
の
方
は
ふ

る
え
症
状
全
般
の
相
談
受
付
窓

口
も
設
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

国立病院機構  宮城病院
宮城県亘理郡山元町
高瀬字合戦原100
☎０２２３（３７）１１３１ （代表）

　
本
態
性
振
戦（
ほ
ん
た
い
せ

い
し
ん
せ
ん
）
と
は
、
原
因
が

は
っ
き
り
と
分
か
ら
な
い
手
足

や
頭
、
声
な
ど
の
ふ
る
え
を
症

状
と
す
る
病
気
で
す
。
ふ
る
え

の
特
徴
と
し
て
は
、
じ
っ
と
し

て
い
る
と
き
よ
り
も
、
動
作
を

し
た
と
き
に
現
れ
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。

　
一
方
、
本
態
性
振
戦
と
違
っ

た
体
の
ふ
る
え
、
筋
肉
が
こ
わ

ば
り
手
足
が
思
う
よ
う
に
動
か

せ
な
い
、
転
び
や
す
い
と
い
っ

た
症
状
を
特
徴
と
す
る
疾
患
に

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
が
あ
り
ま

す
。
ふ
る
え
に
つ
い
て
は
静
止

時
振
戦
と
も
呼
ば
れ
、
じ
っ
と

し
て
い
る
と
き
に
手
足
が
ふ
る

え
る
症
状
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
国
立
病
院
機
構
宮
城
病
院

は
、
宮
城
県
の
神
経
難
病
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
拠
点
病
院
と
し
て

「
本
態
性
振
戦
」
や「
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
」
の
投
薬
治
療
か
ら
手

術
ま
で
患
者
さ
ん
の
状
態
に
応

じ
た
治
療
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
ま
た
、
２
０
２
０
年
８

月
か
ら
新
た
な
治
療
法
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る「
Ｆ
Ｕ
Ｓ
」を

東
北
で
初
め
て
導
入
し
ま
し

た
。「
Ｆ
Ｕ
Ｓ
」は
病
巣
部
に
多

方
向
か
ら
超
音
波
を
一
点
集
中

し
熱
凝
固
し
ま
す
。
治
療
中
、

患
者
さ
ん
を
麻
酔
で
眠
ら
せ
ず

医
師
と
会
話
し
治
療
効
果
を
確

認
し
な
が
ら
治
療
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
頭
蓋
骨
に
穴
を
開
け

ず
に
施
行
す
る
事
が
出
来
る
た

め
、
患
者
さ
ん
の
負
担
が
少
な

特命副院長特命副院長
安藤　肇史安藤　肇史
あんどう　ただしあんどう　ただし


